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は
じ
め
に

　

榎
本
武
揚
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
軍
事
・
外
交
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

榎
本
武
揚
に
関
す
る
研
究
は
、
一
戸
隆
次
郎
氏）

1
（

、
加
茂
儀
一
氏）

2
（

、
井
黒
弥
太
郎

氏）
3
（

、
榎
本
隆
充
・
高
成
田
亨
両
氏）

4
（

ら
に
よ
る
伝
記
研
究
が
中
心
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

本
稿
で
は
、
特
に
幕
末
の
海
軍
創
設
に
関
す
る
榎
本
武
揚
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
、

幕
府
海
軍
に
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

武
揚
の
父
円
兵
衛
武
規
は
伊
能
忠
敬
の
内
弟
子
で
あ
っ
た
。
武
揚
は
昌
平
坂
学
問

所
を
丙
合
格
で
通
過
す
る
。
そ
の
後
、
江
川
塾
に
入
門
し
、
蘭
文
兵
書
や
隊
砲
術
、

製
鉄
術
を
学
び
、
江
川
塾
に
い
た
中
浜
万
次
郎
か
ら
英
語
や
ア
メ
リ
カ
の
文
化
、
国

際
情
勢
な
ど
を
学
ん
だ）

5
（

。

　

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
二
月
八
日
、
目
付
堀
利

の
従
者
と
し
て
北
蝦
夷
の
探

索
に
随
行
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
探
索
に
は
勘
定
吟
味
役
村
垣
與
三
郎
、
徒
目
付

平
山
謙
二
郎
、
平
山
従
者
会
津
藩
士
一
瀬
紀
一
郎
（
雑
賀
孫
六
郎
）、
武
田
斐
三
郎

ら
が
随
行
し
て
い
る
。
こ
の
記
録
は
『
入
北
記
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
加
茂
儀

一
氏
は
こ
の
時
の
榎
本
の
体
験
を
「
国
を
守
る
に
は
如
何
に
す
れ
ば
よ
い
か
、
い
か

に
し
て
こ
の
北
方
の
重
要
な
地
を
開
拓
し
て
い
く
か
、
そ
の
回
答
と
し
て
、
海
軍
を

榎
本
武
揚
と
幕
府
海
軍

塚
　
越

　
俊

　
志

興
す
こ
と
、
そ
し
て
北
方
を
開
拓
す
る
こ
と
が
彼
の
使
命
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
た）

6
（

」

と
記
し
て
い
る
。
当
該
期
の
榎
本
の
記
録
は
乏
し
い
た
め
、
榎
本
が
本
当
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
時
の
経
験
が
後
に
榎
本
を
北
方
に

向
け
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
縁
も
あ
っ
て
、
武
田
が
教
授

を
務
め
る
諸
術
調
所
に
榎
本
は
通
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
技
術
を
学
ん
だ
り
、
実
地
見
聞
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
榎

本
は
力
を
つ
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
　
長
崎
海
軍
伝
習
所
で
の
榎
本
武
揚

　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
長
崎
海
軍
伝
習
所
に
幕
府
第
一
期
生
が
派
遣
さ
れ
、

長
崎
海
軍
伝
習
が
始
ま
っ
た
。
蝦
夷
地
見
聞
か
ら
帰
っ
て
来
た
ば
か
り
の
榎
本
は
第

一
期
生
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
安
政
三
年
に
幕
府
が
第
二
期
生
の
募

集
を
行
な
っ
た
た
め
、
榎
本
は
応
募
し
た
。
し
か
し
、
彼
の
願
書
は
却
下
さ
れ
、
応

募
か
ら
外
れ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
昌
平
黌
時
代
か
ら
の
親
友
で
あ
る
大
目
付
伊
澤

美
作
守
政
義
の
次
男
謹
吾
の
つ
て
で
、
政
義
に
頼
み
、
謹
吾
が
伝
習
生
頭
取
と
し
て

長
崎
に
赴
任
す
る
に
あ
た
り
、
特
別
許
可
を
貰
い
、
そ
の
同
行
を
許
さ
れ
た
と
い
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う）
7
（

。
榎
本
は
特
別
入
学
生
で
あ
っ
た
が
、
第
二
期
幕
府
留
学
生
は
総
計
一
一
名
に
の

ぼ
る
。

　

第
二
期
生
が
伝
習
を
行
な
う
頃
に
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
整
備
さ
れ
、
日
曜
日
は
休

課
と
な
っ
た
ほ
か
、
第
一
期
で
は
、
航
海
・
運
用
・
戦
術
に
主
眼
が
置
か
れ
た
課
目

だ
っ
た
の
に
対
し
、
二
期
生
は
実
地
の
た
め
に
蒸
気
器
械
湯

、
鎔
鉄
炉
付
属
の
蒸

気
機
械
類
並
び
に
鉄
槌
、
銅
鉄
竿
板
製
造
機
な
ど
を
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
移
入
に
し
て
、

カ
ッ
タ
ー
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
。

　

当
時
の
第
二
期
生
の
伝
習
状
況
は
「
伝
習
場
も
見
廻
り
候
。
西
の
書
院
に
勝
麟
太

郎
初
め
一
同
袴
計
り
に
て
出
居
り
、
中
央
に
は
例
の
シ
ッ
ポ
ク
台
を
据
置
、（
中
略
）

蘭
士
其
前
に
て
、
右
板
へ
白
粉
墨
に
て
図
取
を
し
な
が
ら
、
航
海
の
事
を
説
き
、
伝

習
輩
は
通
詞
蘭
士
の
語
を
御
国
語
に
て
直
に
申
述
候
を
、
銘
々
筆
記
す
。
調
練
は
西

の
馬
場
に
て
次
の
士
官
指
揮
し
、
松
平
金
之
助
、
尾
本
久
作
な
ど
号
令
教
導
と
な
り

て
修
養
致
す
。
蘭
船
雛
形
三
間
計
に
出
来
居
り
、
帆
前
等
伝
習
太
鼓
を
も
打
ち
候）

8
（

」

と
、
目
付
が
幕
府
に
伝
え
た
。
榎
本
も
こ
の
よ
う
な
伝
習
を
受
け
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

安
政
四
年
八
月
に
オ
ラ
ン
ダ
に
注
文
し
た
二
隻
の
軍
艦
の
う
ち
ヤ
ッ
パ
ン

（Japan

）
が
長
崎
に
入
港
し
、
伝
習
生
の
訓
練
用
に
使
用
さ
れ
た
。
こ
れ
が
咸
臨
丸

と
な
る
。
勝
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
乗
組
員
と
共
に
こ
の
艦
に
乗
っ
て
五
島
、
対
馬
、
朝

鮮
近
海
を
航
海
し
た
。
こ
の
実
地
訓
練
は
第
三
期
生
の
沢
太
郎
左
衛
門
が
一
〇
月
二

九
日
付
の
日
記
で
、「
一
同
ヤ
ッ
パ
ン
御
船
に
相
越
し
、
蒸
気
方
は
そ
の
焚
方
に
懸
り
、

運
用
方
は
甲
板
上
に
て
帆
前
の
業
を
為
す
。（
中
略
）
運
用
並
び
に
砲
術
も
実
地
の

業
伝
習
あ
り）

9
（

」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
船
に
提
督
と
し
て
乗
り
込
ん
だ
の
が
木
村
圖

書
頭
喜
毅
、
沢
は
運
用
及
び
砲
術
士
官
と
し
て
、
榎
本
は
蒸
気
士
官
と
し
て
乗
り
込

ん
で
お
り
、
榎
本
は
蒸
気
機
関
学
の
伝
習
と
実
習
を
行
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

安
政
五
年
の
大
老
井
伊
掃
部
頭
直
弼
の
条
約
調
印
以
降
も
榎
本
は
長
崎
で
伝
習
に

励
ん
で
い
た
。
三
月
、
勝
を
総
督
と
し
て
観
光
丸
（
旧Soem

bing

号
）、
は
鹿
児
島

に
向
か
い
、
安
政
の
大
獄
前
の
薩
摩
藩
の
偵
察
を
行
な
っ
た
。
こ
の
船
の
機
関
方
と

し
て
榎
本
も
乗
船
し
て
い
た）

10
（

。
榎
本
は
薩
摩
藩
の
軍
事
工
場
（
集
成
館
）
や
調
練
を

参
観
し
た
が
、
政
治
的
な
交
渉
に
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
。

　

同
五
月
に
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
エ
ド（E

do

）が
長
崎
に
到
着
し
、
朝
陽
丸
と
命
名
し
、

榎
本
は
伝
習
生
ら
と
と
も
に
南
海
を
航
海
し
、
江
戸
に
行
き
着
い
て
築
地
軍
艦
操
練

所
を
支
援
し
、
六
月
に
は
軍
艦
操
練
所
教
授
に
任
命
さ
れ
た）

11
（

。
七
月
に
日
英
修
好
通

商
条
約
を
締
結
す
る
に
あ
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
エ
ン
ペ
ラ
ー
（E

m
peror

）
が
贈

ら
れ
、
蟠
龍
と
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
軍
艦
操
練
所
に
咸
臨
丸
、
観
光
丸
、
朝

陽
丸
、
蟠
龍
丸
の
四
隻
が
そ
ろ
い
、
榎
本
が
管
理
に
当
た
っ
た）

12
（

。
こ
う
し
て
海
軍
が

充
実
す
る
か
と
思
っ
た
矢
先
、
安
政
六
年
二
月
、
長
崎
が
江
戸
か
ら
遠
く
、
外
国
人

教
師
の
経
費
の
問
題
な
ど
か
ら
海
軍
伝
習
所
は
閉
鎖
に
至
っ
た
。

　

伝
習
所
の
教
官
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
（W

illem
 Johan C

orneils ridder H
uijssen 

van K
attendijke

）
は
榎
本
を
「
例
え
ば
榎
本

次
郎
氏
の
ご
と
き
、
そ
の
先
祖
は

江
戸
に
お
い
て
重
い
役
割
を
演
じ
て
い
た
よ
う
な
家
柄
の
人
が
、
二
年
来
一
介
の
水

夫
、
鍛
冶
工
お
よ
び
機
関
部
員
と
し
て
働
い
て
い
る
と
い
う
が
ご
と
き
は
、
ま
さ
に

当
人
の
勝
れ
た
る
品
性
と
、
絶
大
な
る
熱
心
を
物
語
る
証
左
で
あ
る）

13
（

」
と
評
価
し
て

い
る
。
更
に
、
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
は
榎
本
を
「
純
真
に
し
て
、
快
活
」「
企
画
的

な
人
物
」
で
あ
る）

14
（

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
個
性
が
榎
本
を
成
長
さ
せ
た
の

で
あ
る
。
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二
　
オ
ラ
ン
ダ
留
学

　

安
政
七
年
、
幕
府
は
日
米
修
好
通
商
条
約
批
准
・
交
換
の
た
め
正
使
新
見
豊
前
守

正
興
ら
を
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し
、
咸
臨
丸
が
随
行
し
た
。
井
伊
亡
き
後
、
老
中
久
世

大
和
守
広
周
と
同
安
藤
対
馬
守
信
行
ら
は
ア
メ
リ
カ
と
交
渉
し
、
海
軍
の
拡
充
を
目

指
し
た
。

　

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
一
一
月
、
榎
本
ら
の
ア
メ
リ
カ
留
学
が
決
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
南
北
戦
争
が
勃
発
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
幕
府
か
ら
の
軍

艦
の
注
文
と
留
学
生
派
遣
を
断
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
老
中
久
世
大
和
守
広
周
と
安
藤

対
馬
守
信
行
は
文
久
二
年
三
月
二
二
日
、「
新
ニ
フ
レ
カ
ッ
ト
三
百
五
拾
馬
力
之
蒸

氣
軍
艦
壹
艘
、
於
貴
國
被
打
立
度
、（
中
略
）
船
形
器
械
等
方
今
發
明
之
新
式
を
以

造
船
有
之
様
い
た
し
度
、
将
又
航
海
之
術
隆
盛
な
ら
し
め
ん
か
為
、
右
フ
レ
カ
ッ
ト

製
造
傳
習
之
為
、
壮
實
之
士
官
を
揄
撰
し
差
遣
し
度
、（
後
略）

15
（

）」
と
、
オ
ラ
ン
ダ
へ

フ
リ
ゲ
ー
ト
蒸
気
軍
艦
一
隻
の
建
造
を
注
文
す
る
と
と
も
に
、
留
学
生
の
派
遣
も
決

め
た
。
文
久
の
改
革
に
と
も
な
い
、
長
崎
病
院
詰
の
伊
東
玄
伯
と
林
研
海
を
加
え
、

オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
が
決
定
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り）

16
（

。

　

船
具
、
運
用
、
砲
術
。
留
学
生
取
締　

内
田
恒
次
郎

　

同
右
及
機
関
学　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本

次
郎

　

同
右
及
銃
砲
並
火
薬
製
造
法　
　
　
　

沢
太
郎
左
衛
門

　

同
右
及
造
船
学　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
松
大
三
郎

　

同
右
及
測
量
学　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
口
俊
平

　

法
律
（
国
際
法
、
財
政
学
、
統
計
学
）
津
田
真
一
郎

　

同
右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
周
助

ほ
か
に
、
製
造
中
実
地
諸
術
研
究
の
た
め
に
水
夫
頭
古
川
庄
八
、
上
等
水
夫
山
下
岩

吉
、
鋳
物
師
中
島
兼
吉
、
時
計
師
大
野
弥
三
郎
、
船
大
工
職
上
田
寅
吉
、
宮
大
工
職

久
保
田
伊
三
郎
、
鍛
冶
職
大
川
喜
太
郎
が
追
加
さ
れ
た
。
赤
松
は
開
成
所
頭
取
古
賀

謹
一
郎
が
遣
米
使
節
団
の
経
験
か
ら
推
薦
し
、
田
口
は
老
中
久
世
の
家
臣
で
あ
っ
た

こ
と）

17
（

が
選
抜
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
行
の
う
ち
伊
東
と
林
は
長
崎
か
ら
乗
り
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
最
初

総
勢
一
四
名
は
、
文
久
二
年
六
月
一
八
日
、
咸
臨
丸
で
品
川
沖
を
出
帆
し
た
が
、
関

東
地
方
に
麻
疹
が
流
行
し
て
い
て
、
沢
、
内
田
、
榎
本
、
赤
松
の
四
名
が
感
染
し
、

伊
豆
下
田
で
療
養
し
全
快
を
待
っ
て
八
月
二
日
に
改
め
て
出
港
し
、
二
三
日
に
よ
う

や
く
長
崎
に
到
着
し
た
。
そ
の
間
に
宮
大
工
職
久
保
田
が
肺
結
核
と
な
っ
た
た
め
、

彼
の
留
学
を
取
り
や
め
に
し
長
崎
で
降
ろ
し
た
。
長
崎
で
伊
東
と
林
が
加
わ
り
、
総

勢
一
五
名
で
九
月
一
一
日
、
オ
ラ
ン
ダ
商
船
カ
リ
プ
ス
（C

alypso

）
号
で
長
崎
を

出
発
し
た
。
こ
の
船
に
は
船
長
ポ
ー
ル
マ
ン
（G

.Pohlm
an

）、
舵
取
り
二
名
、
大

工
一
名
、
水
夫
六
名
、
料
理
人
、
給
仕
一
名
、
合
計
一
二
名
が
乗
り
組
ん
で
い
た
。

彼
ら
は
ま
ず
オ
ラ
ン
ダ
領
バ
タ
ビ
ア
に
向
け
て
移
動
を
開
始
し
た
。

　

長
崎
を
出
、
台
湾
や
香
港
を
過
ぎ
、
一
〇
月
六
日
に
ジ
ャ
ワ
の
北
東
の
海
上
で
暴

風
雨
に
あ
い
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
。
船
長
ポ
ー
ル
マ
ン
と
水
夫
は
ど
こ

か
へ
逃
れ
た
よ
う
だ
が
、
日
本
人
た
ち
は
取
り
残
さ
れ
、
翌
日
、
榎
本
ら
は
海
賊
船

を
発
見
し
、
そ
れ
に
乗
り
込
み
、
バ
ン
カ
島
と
い
う
無
人
島
へ
上
陸
さ
せ
た）

18
（

。
同
一

一
日
、
土
人
た
ち
が
迎
え
に
来
て
く
れ
て
、
レ
パ
ル
島
に
向
か
っ
た
。
酋
長
の
歓
迎

を
受
け
、
彼
ら
の
働
き
に
よ
っ
て
、
一
八
日
、
バ
タ
ビ
ア
港
に
到
着
し
た
。
日
本
人

た
ち
は
一
四
日
船
待
ち
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
内
田
と
榎
本
は
一
行

を
代
表
し
て
オ
ラ
ン
ダ
総
督
に
謁
見
し
た
。
そ
し
て
文
久
二
年
一
一
月
二
日
、
オ
ラ



―  4 ―

ン
ダ
客
船
テ
ル
ナ
ー
テ
（Ternate

）
号
（
艦
長
カ
ル
ス
ト
、K

arst

）
で
オ
ラ
ン
ダ

を
目
指
し
た
。
榎
本
武
揚
は
こ
の
日
か
ら
航
海
日
誌
『
渡
蘭
日
記
』
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
日
記
は
、
航
海
用
語
の
み
な
ら
ず
、
普
通
に
使
用
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
、
英
語
、

ド
イ
ツ
語
な
ど
数
か
国
語
で
書
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る）

19
（

。

　

オ
ラ
ン
ダ
貿
易
会
社
（N

H
M

）
の
代
理
人
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
（A

lbertus Johanns 

B
auduin

）
は
家
族
に
宛
て
た
一
八
六
三
年
二
月
七
日
付
の
書
簡
で
、
カ
リ
プ
ス
号

の
座
礁
の
こ
と
を
記
し
、
十
五
人
の
日
本
人
が
「
全
員
の
生
命
が
助
か
っ
た
の
は
何

よ
り
の
幸
い
で
し
た）

20
（

」
と
安
堵
し
た
上
で
、「
一
行
の
中
に
は
何
人
か
の
医
師
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
学
問
を
修
め
た
者
と
し
て
、
日
本
に
留
ま
り
国
の
た
め
に
尽
く
す

べ
き
な
の
で
す
が
、
彼
ら
は
ま
だ
ま
だ
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
一
杯
あ
る

の
で
す）

21
（

」
と
、
留
学
生
た
ち
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
る
。

　

ま
た
榎
本
の
日
記
は
、
バ
タ
ビ
ア
港
で
テ
ル
ナ
ー
テ
号
に
乗
船
し
た
一
八
六
二
年

一
二
月
二
二
日
（
文
久
二
年
一
一
月
二
日
）
か
ら
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
島
寄
港
の
前
日
に

あ
た
る
一
八
六
三
年
三
月
二
五
日
（
文
久
三
年
二
月
七
日
）
ま
で
の
記
録
で
、
榎
本

が
航
海
の
途
上
で
観
察
し
た
も
の
を
あ
り
の
ま
ま
に
書
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
榎
本

が
こ
の
日
記
を
破
棄
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
沢
が
譲
り
受
け
保
存
し
た
た
め
、
現
在

に
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

一
八
六
二
年
一
二
月
二
八
日
（
一
一
月
八
日
）
付
の
日
記
に
は
、「
ド
ク
ト
ル
・

エ
イ
セ
レ
ン
と
話
し
て
十
二
時
迄
及
ふ
、
彼
は
三
等
の
官
醫
に
し
て
年
二
十
五
な

り
、
話
究
理
學
に
及
ふ)22

(

」
と
あ
り
、
榎
本
と
エ
イ
セ
レ
ン
三
等
医
師
と
の
間
で
光
学

論
に
及
ん
で
お
り
、
榎
本
の
興
味
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
榎
本
は
「N

W
T

W

」（
北

西
微
北
）
と
い
う
記
号
を
用
い
て
方
向
を
記
し
て
お
り
、
天
文
学
に
も
通
じ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

　

翌
日
、
イ
ン
ド
洋
に
入
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
船
が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、「
ア
ン
ク
ル
リ
ン
テ
ン
（
引
用
者
註
―
錨
を
上
げ
る
こ
と
）
ニ
取
掛
ル
。

五
時
四
十
分
抜
錨
、
走
る
、
七
時
錨
を
抛
、
深
さ
十
尋
餘）

23
（

」
と
い
っ
た
具
合
に
水
深

を
測
っ
て
い
る
。

　

一
八
六
三
年
一
月
一
〇
日
（
一
一
月
二
〇
日
）
付
の
日
記
に
は
「
偖
東
印
度
地
方

ゟ
カ
ー
プ
（
引
用
者
註
―
喜
望
峰
）
を
廻
り
て
欧
羅
巴
に
航
す
る
に
は
、
大
凡
羅
針

ノ
方
向
を
カ
ー
プ
ノ
方
、
西
南
西
一
線
ニ
乗
り
て
カ
ー
プ
の
付
近
を
航
す
る
を
益
ト

ス
、（
中
略
）
又
欧
羅
巴
ゟ
東
印
度
ニ
至
る
に
は
喜
望
峯
の
沖
を
乗
り
、
南
緯
高
度

の
海
路
を
航
す
る
を
是
と
す）

24
（

」
と
記
し
て
い
る
。
榎
本
は
喜
望
峰
を
東
か
ら
廻
る
時

と
、
西
か
ら
廻
る
時
の
帆
船
の
航
海
の
仕
方
や
、
季
節
風
と
貿
易
風
の
吹
く
具
合
な

ど
に
つ
い
て
船
長
か
ら
学
ん
で
い
る
。

　

一
月
二
一
日
（
一
二
月
二
日
）、
榎
本
は
サ
メ
を
釣
っ
た）

25
（

。
そ
の
二
日
後
、「
コ
ロ

イ
ス
・
ス
テ
ル
」（
南
十
字
星）

26
（

）を
見
て
い
る
。
一
月
二
五
日（
一
二
月
六
日
）に
な
っ

て
「
強
パ
ッ
サ
ー
ト
ウ
ヰ
ン
ド
」（
貿
易
風）

27
（

）
が
吹
き
た
っ
て
、
順
調
な
船
旅
と
な
っ

た
。
一
月
三
〇
日
（
一
二
月
一
一
日
）
に
は
、「
前
日
殆
と
水
平
上
ニ
見
し
所
の
十

字
星
餘
程
地
を
出
る
高
き
を）

28
（

」
と
、
南
回
帰
線
に
近
づ
く
様
子
を
記
し
て
い
る
。

　

二
月
七
日
（
一
二
月
一
九
日
）
付
の
日
記
で
、「
今
夜
甲
必
丹
と
話
、
和
蘭
商
船

の
賃
金
の
事
に
及
ふ
、
云
く
、
當
今
船
賃
は
一
艘
一
ラ
ス
ト
（
引
用
者
註
―
積
荷
）

毎
ニ
百
十
ギ
ュ
ル
デ
ン
よ
り
往
事
は
百
三
十
ギ
ュ
ル
デ
ン
た
り
し
と
云
々
、（
中
略
）

又
同
島
に
ア
ー
ル
ド
・
ヲ
ー
リ
ー
（
引
用
者
註
―
石
油
）
出
つ
る
と
云
、
是
は
本
邦

越
後
の
所
謂
ク
リ
ー
ヅ
の
油
と
察
す
る
に
同
種
な
る
べ
し）

29
（

」
と
記
し
て
お
り
、
貿
易

や
産
業
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
て
い
る
。

　

三
月
二
一
日
（
二
月
三
日
）、
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
島
に
つ
い
て
「
ホ
ス
ピ
タ
ー
ル
を
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設
け
、
以
て
航
海
客
の
病
患
者
ヲ
療
治
ス
ル
由
、
故
ニ
海
客
此
ニ
來
て
病
む
者
あ
る

時
は
、
直
ニ
登
陸
し
て
病
院
ニ
入
り
て
治
療
を
受
け
、
而
し
て
別
ニ
藥
禮
ニ
及
ハ
す

と
云）

30
（

」
と
、
病
院
に
つ
い
て
興
味
を
示
し
て
い
る
。

　

三
月
二
五
日
（
二
月
七
日
）、「
正
午
の
實
測
に
據
る
に
、
船
全
く
「
シ
ン
ト
、
ヘ

レ
ナ
」
嶋
の
附
近
ニ
あ
り
、
し
か
れ
共
更
ニ
島
影
ヲ
見
す
、（
中
略
）
晩
方
鮮
月
在

天
、
夕
陽
の
餘
照
未
散
、
殊
紅
中
ニ
嶋
影
屹
立
し
、
烈
翁
の
事
を
想
ひ
出
さ
れ
て
坐

に
懐
古
の
情
長
し）

31
（

」
と
記
し
、
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
島
に
到
着
す
る
前
日
に
は
島
影
が
見

え
ず
慌
て
た
よ
う
だ
が
、
榎
本
は
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
島
が
見
え
る
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

（N
apoléon B

onaparte

）
に
想
い
を
馳
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
日
記
は
こ

こ
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　

翌
日
、
午
前
一
一
時
に
、
テ
ル
ナ
ー
テ
号
は
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
タ
ウ

ン
港
に
安
着
し
、
ス
ト
ア
ス
・
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
。
そ
の
翌
日
、
榎
本
ら
は
ナ
ポ

レ
オ
ン
の
寓
居
の
あ
っ
た
ロ
ン
グ
ウ
ッ
ド
を
訪
れ
、
そ
の
墓
に
も
詣
で
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
を
偲
ん
だ
。
榎
本
は
こ
の
時
、
次
の
よ
う
な
七
言
絶
句
の
漢
詩
を
詠
ん
だ）

32
（

。

　
　

長
林
煙
雨
鎖
孤
栖　

末
路
英
雄
意
転
迷

　
　

今
日
弔
来
人
不
見　

覇
王
樹
畔
列
王
鳴

と
そ
の
感
慨
を
表
現
し
た
。

　

三
月
二
九
日
（
二
月
一
一
日
）、
再
び
乗
船
し
、
こ
の
島
か
ら
離
れ
、
北
進
し
、

北
極
星
を
見
て
、
北
半
球
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
海
峡
に
入
り
、
四
月
三

日
（
二
月
一
六
日
）
午
後
八
時
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ブ
ロ
ウ
ル
ス
・
ハ
ー
ヘ
ン
碇
泊
場
に

投
錨
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
に
到
着
す
る
と
、
シ
ー
ボ
ル
ト
（P

hilipp F
ranz B

althasar von 

Siebold

）
の
『
日
本
』
編
集
に
関
わ
っ
た
東
洋
学
者
ホ
フ
マ
ン
（Johan Joseph 

H
offm

an

）
が
対
応
し
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
向
か
っ
た
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
か

つ
て
長
崎
海
軍
伝
習
所
で
教
官
を
つ
と
め
た
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
が
海
軍
大
臣
と
し

て
一
行
を
迎
え
た
。
更
に
、
同
じ
く
伝
習
所
で
医
師
だ
っ
た
軍
医
ポ
ン
ペ（Johannes

 L
ijdius C

atharinus Pom
pe van M

eerdervoort

）
も
一
行
に
随
行
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
日
本
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
物
た
ち
が
彼
等
を
支
援
し
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
津
田
と
西
は
法
律
を
学
ぶ
た
め
、
ラ
イ
デ
ン
で
諸
法
律
、
万
国
公
法
、
経
済

学
を
研
究
す
る
こ
と
と
な
り
、
古
川
以
下
六
名
の
水
夫
や
職
人
も
ホ
フ
マ
ン
か
ら
オ

ラ
ン
ダ
語
を
学
ぶ
た
め
、
ラ
イ
デ
ン
に
残
り
、
そ
の
ま
ま
ラ
イ
デ
ン
の
航
海
学
校
に

入
学
し
た
。

　

そ
の
後
、
ハ
ー
グ
に
移
っ
た
の
は
内
田
、
榎
本
、
沢
、
赤
松
、
伊
東
、
林
及
び
田

口
の
七
名
で
あ
っ
た
。
機
関
専
門
の
榎
本
は
ヘ
デ
ン
プ
テ
・
ブ
ル
グ
ワ
ル
十
八
番
地

の
器
械
方
ス
コ
ロ
イ
ド
ル
方）

33
（

へ
下
宿
す
る
よ
う
に
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
に
命
じ
ら
れ

た）
34
（

。
し
か
し
、
こ
の
町
・
こ
の
番
地
に
は
催
眠
術
師
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
（W

illem
 

Schröder

）
が
住
ん
で
い
た）

35
（

。
す
な
わ
ち
、
榎
本
は
催
眠
術
師
と
同
居
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
生
活
環
境
に
慣
れ
た
一
行
は
、
五
月
一
七
日
か
ら
海
軍
大
尉
デ
ィ

ノ
ー
（J.A

.D
inau

）
か
ら
船
舶
運
用
術
、
砲
術
な
ど
を
学
び
、
王
立
蒸
気
船
機
関
局

監
査
官
の
海
軍
大
佐
ホ
イ
ヘ
ン
ス
（H

.H
uygens

）
か
ら
蒸
気
機
関
学
を
学
び
、
そ

の
間
に
林
や
伊
東
ら
と
共
に
、
フ
レ
デ
リ
ク
ス
（Frederik

）
や
ス
チ
ュ
ル
テ
ル
ハ

イ
ム
か
ら
化
学
を
学
ん
だ
ほ
か
、
ポ
ン
ペ
か
ら
理
学
・
化
学
・
人
身
究
理
学
を
学
ん

で
い
る
。
ま
た
、
榎
本
は
西
、
津
田
の
師
事
し
た
ラ
イ
デ
ン
大
学
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ

（Sim
on V

issering

）
博
士
か
ら
国
際
法
を
学
ん
だ）

36
（

。
特
に
、
オ
ル
ト
ラ
ン
（Jean 

F
éliché-T

heodore O
rtolan

）
の
『
海
上
国
際
法
論
』（R

égles Internationals et 
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D
iplom

atie de la m
er

）
を
フ
レ
デ
リ
ク
ス
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
訳
し
た
手
書
き
の
草

稿
（Internationale R

egels en D
iplom

atie der Zee

）
に
よ
っ
て
海
に
関
す
る
戦

時
・
平
時
の
国
際
法
規
に
つ
い
て
勉
強
し
た
。

　

一
八
六
三
年
、
赤
松
と
榎
本
は
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
問
題
に
よ

る
デ
ン
マ
ー
ク
の
憲
法
改
正
が
発
端
と
な
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ

ン
ガ
リ
ー
同
盟
と
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
間
で
勃
発
し
た
第
二
次
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
・

ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
戦
争
に
国
際
観
戦
武
官
と
し
て
従
軍
し
た
。

　

一
八
六
四
年
、
榎
本
は
オ
ラ
ン
ダ
留
学
中
、
パ
リ
に
い
た
横
浜
鎖
港
使
節
団
正
使

池
田
筑
後
守
長
發
の
要
請
で
フ
ラ
ン
ス
に
向
か
っ
た
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
で
軍
艦
を

作
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

三
使
は
「
過
日
我
士
官
之
も
の
其
許
へ
引
合
お
よ
ひ
し
軍
艦
は
大
形
に
て
水
入
深

く
、
我
江
戸
海
等
之
備
に
は
適
当
な
ら
す
思
は
る
れ
は
何
れ
に
も
拙
者
共
帰
国
之
上

我
政
府
へ
可
申
立
存
候
間
、
右
絵
図
等
は
取
調
被
差
越
候
様
い
た
し
度
、
就
而
は
其

国
帝
殿
下
格
別
懇
親
之
訳
を
以
て
周
旋
せ
ら
る
ゝ
厚
意
に
随
ひ
差
向
別
紙
通
之
軍
艦

其
政
府
之
製
作
場
於
て
新
規
打
立
方
頼
入
度
候
、」（
傍
線
部
は
筆
者
が
付
し
た）

37
（

）
と
、

フ
ラ
ン
ス
海
軍
兼
植
民
地
大
臣
ロ
バ
（C

hasseloup-L
aubat

）
に
軍
艦
の
製
造
も
依

頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
使
節
団
は
五
月
、
軍
艦
に
つ
い
て
詳
細
な
注
文
を
行
っ
て
い

る
。
内
容
は
次
の
通
り
。

　
　

覚

一
、
長
サ
大
凡
四
十
間

一
、
大
砲
二
十
六
位
ヨ
リ
三
十
位
ニ
至
ル

但
し
内
十
六

位
は
和
蘭
三
十
磅
ヘ
ト
ロ
ツ
ケ
ン
カ
ノ
ン
餘
は
ヘ
ト
ロ
ツ
ケ

ン
ニ
不
及

一
、
ブ
ー
ク
ニ
備
ル
大
砲
十
六
磅
ヘ
ト
ロ
ツ
ケ
ン
カ
ノ
ン
一
位

一
、
食
水
成
丈
ケ
深
カ
ラ
ザ
ル
方

一
、
船
具
成
丈
ケ
リ
フ
テ
之
方

一
、
蒸
気
機
関　
　

六
百
馬
力
ノ
ミ
ナ
ー
ル

一
、
ス
ク
ル
ー
フ　

マ
ン
ニ
ン
氏
プ
リ
ン
シ
ー
ぺ

　
　
　

但
し
上
け
下
け
之
仕
掛
附
之
も
の

一
、
石
炭
囲
場
十
二
昼
夜
分
位

一
、
フ
ア
ー
ル
ト　

十
里

一
、
水
平
線
上
下
ノ
所
即
蒸
気
部
屋
並
火
薬
庫
等
肝
要
ノ

部
位
丈
ケ
厚
サ
英
拇
半
位
ノ
鉄
板
ヲ
装
フ
、
且
甲
板

裏
面
肝
要
ノ
部
位
ハ
英
一
拇
位
ノ
鉄
板
ヲ
装
フ
事
、

一
、
大
砲
ハ
ユ
イ
ル
デ
ツ
キ
即
第
二

甲

板

に
安
す
る
事）

38
（

」

　

杉
浦
譲
の
記
述
に
よ
る
と
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
五
月
四
日
に
オ
ラ
ン
ダ
伝

習
生
に
電
信
機
で
出
府
を
促
し
て
い
る）

39
（

。
ま
た
、
五
月
七
日
に
杉
浦
は
「
此
夜
荷
蘭

伝
習
生
内
田
恒
次
郎
・
榎
本

次
郎
到
着
す）

40
（

」
と
記
し
て
お
り
、
軍
艦
購
入
を
オ
ラ

ン
ダ
留
学
生
（
専
門
家
）
に
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
ら
は
五
月
一
六
日
に
「
今

朝
荷
蘭
伝
習
生
内
田
恒
次
郎
・
榎
本

次
郎
帰
国）

41
（

す）
42
（

」
と
記
し
て
あ
り
、
約
一
〇
日

間
、
内
田
・
榎
本
が
フ
ラ
ン
ス
に
来
て
い
た
事
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
流
れ
に
つ
い

て
、
岩
松
太
郎
は
五
月
一
六
日
付
日
記
の
後
に
「
当
時
仏
蘭
西
伯
爵
モ
ン
ブ
ラ
ン
の

内
心
で
は
、
幕
府
と
仏
蘭
西
と
の
間
に
同
盟
を
結
び
、
其
の
一
着
手
と
し
て
仏
蘭
西

は
幕
府
に
対
し
、
陸
海
軍
の
拡
張
充
実
上
製
鉄
所
の
設
置
を
奨
め
、
軍
器
・
艦
船
が

完
備
し
た
暁
に
、
幕
府
を
し
て
国
内
を
統
一
せ
し
め
、
新
進
文
明
国
を
建
設
せ
し
め

や
う
と
の
目
論
見
で
あ
っ
た）

43
（

」
と
記
し
て
い
る
。
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そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
は
軍
艦
製
造
に
つ
い
て
ツ
ー
ロ
ン
へ
指
令
を
贈
っ
た
。
内
容

は
以
下
の
通
り
。

「
予
日
本
使
節
ツ
ー
ロ
ン
江
尋
問
あ
る
事
を
其
許
に
告
の
栄
あ
り
、（
中
略
）
是
は
ラ

シ
エ
ー
ン）

44
（

の
造
船
所
お
ゐ
て
日
本
政
府
の
為
コ
ル
フ
エ
ツ
ト
形
之
鉄
船
打
立
之
事
を

命
し
度
と
の
事
あ
り）

45
（

」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

更
に
使
節
は
外
務
大
臣
リ
ュ
イ
（D

rouyn de L
huys

）
に
も
軍
艦
製
造
の
件
に

つ
い
て
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
以
下
の
通
り
。

「
其
国
帝
殿
下
厚
意
に
随
ひ
軍
艦
新
規
建
方
其
エ
キ
セ
ル
レ
ン
シ
ー
海
軍
ミ
ニ
ス
ト

ル
へ
相
托
し
、
留
学
生
之
儀
者
帰
国
之
上
我
政
府
へ
建
白
い
た
し
早
々
差
送
候
様
可

致
候
、
何
れ
に
も
其
国
帝
殿
下
懇
親
至
篤
之
意
を
被
表
候
事
と
其
許
厚
意
之
周
旋
あ

る
段
、
拙
者
共
感
謝
す
る
は
勿
論
、
我
政
府
お
ゐ
て
も
定
而
満
悦
可
致
と
存
候
、
此

段
可
然
上
告
有
之
度
候）

46
（

、」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
軍
艦
が
建
造
さ
れ
る
可
能
性
が
十
二
分
に
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
使
節
が
帰
国
し
た
後
、
約
定
の
廃
棄
と
と
も
に
軍
艦
建
造

中
止
も
フ
ラ
ン
ス
側
に
告
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
結
局
軍
艦
建
造
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
代
わ
り
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
で
開
陽
丸
が
作
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、
軍
艦
建
造
等
と
い
っ
た
軍
制
改
革
に
着
手
し
よ
う
と
使
節
達
が
考
え
て

い
た
こ
と
も
明
白
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

幕
府
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
注
文
し
て
い
た
軍
艦
は
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
の
ヒ
ッ
プ
ス
・
エ

ン
・
ゾ
ー
ネ
ン
（C

.G
ips en Zonen

）
造
船
所
で
建
造
さ
れ
、
元
治
元
年
一
〇
月
二

〇
日
、
開
陽
丸
と
命
名
さ
れ
た
。
軍
艦
砲
術
監
査
官
デ
・
フ
レ
メ
リ
ー
（W

.de 

Frem
ery

）
海
軍
大
佐
が
顧
問
を
つ
と
め
た
。
ま
た
、
蒸
気
機
関
及
び
そ
の
他
の
艤

装
は
ヘ
レ
ラ
ー
ツ
ラ
イ
ス
（H

ellevoetslus

）
海
軍
工
廠
で
行
な
わ
れ
た
。
慶
応
二

年
七
月
七
日
竣
工
と
な
っ
た
。
開
陽
丸
は
木
造
螺
旋
推
進
式
三
本
檣
の
蒸
気
軍
艦
で

あ
っ
て
、
排
水
量
二
八
一
七
ト
ン
、
長
さ
二
四
〇
フ
ィ
ー
ト
、
幅
三
九
フ
ィ
ー
ト
、

四
〇
〇
馬
力
の
補
助
機
関
付
、
二
段
張
甲
板
、
装
砲
二
六
門
を
揃
え
、
定
員
は
四
〇

〇
名
で
あ
っ
た
。
開
陽
丸
は
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
一
〇
月
二
五
日
午
前
八
時
、

オ
ラ
ン
ダ
の
フ
レ
ッ
シ
ン
グ
港
を
出
帆
し
た
。
開
陽
丸
廻
航
に
は
海
軍
大
尉
デ
ィ

ノ
ー
を
指
揮
官
と
し
て
、
士
官
二
名
、
下
士
官
一
四
名
、
火
水
夫
一
六
〇
名
、
医
師

一
名
が
乗
り
組
ん
で
い
た
が
、
彼
ら
は
、
日
本
に
到
着
後
は
幕
府
海
軍
の
指
揮
に
あ

た
る
予
定
だ
っ
た
。
慶
応
三
年
三
月
二
六
日
、
横
浜
港
に
投
錨
し
た
。
榎
本
は
日
本

に
帰
っ
て
く
る
と
海
軍
の
服
制
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
士
官
は
現
在
の
フ
ロ
ッ
ク

コ
ー
ト
を
平
常
服
と
し
、
ズ
ボ
ン
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
水
夫
は
大
ラ
シ
ャ
仕
立

て
の
服
を
着
床
す
る
案
を
立
て
た
。

三
　
戊
辰
戦
争
と
榎
本
艦
隊

　

戊
辰
戦
争
が
始
ま
っ
た
慶
応
四
年
一
月
三
日
、
薩
摩
藩
は
赤
塚
源
六
が
率
い
る
軍

艦
春
日
（
副
長
は
伊
東
次
右
衛
門
）、
及
び
輸
送
艦
翔
鳳
丸
（
艦
長
白
石
弥
左
衛
門
）、

平
運
丸
（
艦
長
得
能
左
平
治
）
が
兵
庫
沖
に
停
泊
し
、
鹿
児
島
へ
帰
る
準
備
を
整
え

て
い
た
。
一
方
、
軍
艦
頭
榎
本
武
揚
率
い
る
開
陽
（
筆
者
註
―
輸
送
船
と
し
て
使
用

す
る
と
き
に
は
「
丸
」
を
付
す
が
、
戦
艦
と
し
て
使
用
す
る
と
き
に
は
「
丸
」
を
と
っ

て
使
用
す
る
）は
大
阪
湾
に
停
泊
し
て
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
の
行
く
末
を
見
守
っ
た
。

　

翌
日
、
平
運
丸
が
明
石
海
峡
に
、
春
日
と
翔
鳳
丸
は
紀
伊
海
峡
に
向
け
て
出
港
し

た
。
こ
れ
を
開
陽
が
発
見
し
、
停
船
命
令
と
し
て
空
砲
を
撃
つ
が
無
視
し
た
た
め
、

臨
戦
態
勢
に
入
っ
た
。
開
陽
は
春
日
と
翔
鳳
丸
を
迎
撃
し
、
二
五
発
の
弾
丸
を
命
中
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さ
せ
、
春
日
も
一
八
発
撃
ち
返
し
た
が
、
双
方
に
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。
春
日

は
帰
還
が
目
的
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
以
上
応
戦
せ
ず
、
開
陽
よ
り
早
い
速
度
で
振
り

切
っ
た
。
翔
鳳
丸
は
途
中
機
関
が
故
障
し
、
由
岐
浦
に
乗
り
上
げ
た
た
め
拿
捕
を
恐

れ
、
自
焼
し
た
。
ま
た
、
兵
庫
港
か
ら
脱
出
す
る
際
、
春
日
と
平
運
丸
は
衝
突
し
、

春
日
は
船
体
を
損
傷
し
た
。
鹿
児
島
に
到
着
後
、
鹿
児
島
で
は
修
理
が
不
可
能
だ
っ

た
の
で
、
上
海
で
修
理
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た）

47
（

。
こ
う
し
て
日
本
最
初
の
近
代
海
戦

が
終
結
し
た
。

　

一
月
八
日
、
榎
本
が
上
陸
し
て
い
る
間
、
大
坂
湾
に
停
泊
し
て
い
た
開
陽
を
出
発

さ
せ
、
一
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
は
海
路
江
戸
に
逃
れ
、
一
二
日
に
は
江
戸
に
到
着
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
西
軍
が
江
戸
ま
で
の
制
海
権
を
握
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

二
月
四
日
、
箱
館
奉
行
杉
浦
兵
庫
頭
誠
の
日
記
に
は
、「
十
二
月
二
十
五
日
、（
中

略
）
品
川
碇
泊
之
蒸
気
船
弐
艘
江
乗
組
迯
去
候
を
、
御
軍
艦
ニ
而
追
打
及
発
砲
候
得

共
、
敵
船
之
存
亡
も
知
れ
兼
候
由）

48
（

」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
慶
応
三
年
一
二
月
二

五
日
、
薩
摩
藩
が
江
戸
市
中
取
締
り
の
庄
内
藩
屯
所
を
襲
撃
し
た
こ
と
で
起
こ
っ
た

庄
内
藩
に
よ
る
江
戸
薩
摩
藩
邸
焼
討
事
件
に
伴
う
海
戦
で
、
薩
摩
の
翔
鳳
丸
が
江
戸

湾
に
入
っ
た
た
め
、
幕
府
の
回
天
が
追
跡
し
た
も
の
で
あ
る
。
結
果
、
翔
鳳
丸
が
回

天
に
体
当
た
り
し
て
相
打
ち
で
沈
む
覚
悟
を
し
、
船
首
を
反
転
し
て
回
天
に
突
進
し

て
い
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
驚
き
回
天
が
艦
首
を
廻
し
て
衝
突
を
避
け
た
。
こ
の
少
し

の

を
ぬ
ぐ
っ
て
翔
鳳
丸
は
逃
げ
切
っ
た
の
で
あ
る
。
損
傷
を
修
理
し
な
が
ら
、
翔

鳳
丸
は
一
月
二
日
に
兵
庫
に
到
達
し
て
い
る
。

　

三
月
一
四
日
、
軍
事
総
裁
勝
安
房
守
義
邦
は
新
政
府
参
謀
西
郷
吉
之
助
へ
嘆
願
書

を
渡
し
、
そ
の
中
に
「
軍
艦
軍
器
の
儀
は
残
ら
ず
取
り
納
め
置
き）

49
（

」
と
い
う
処
置
を

望
む
こ
と
を
伝
え
た
。

　

三
月
一
五
日
、
明
治
天
皇
が
大
坂
に
行
幸
し
、「
其
後
海
軍
整
備　

叡
覧
可
被
為

在
之
旨
被
仰
出
候
事）

50
（

」
と
新
政
府
が
布
告
し
た
。
観
閲
式
を
行
な
う
こ
と
が
布
達
さ

れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
同
日
、
東
征
軍
の
海
軍
が
出
発
し
た）

51
（

。

　

三
月
一
六
日
、
西
軍
は
慶
喜
の
処
置
を
決
め
た
上
で
、「
軍
艦
不
残
可
相
渡
事）

52
（

」

と
東
軍
に
要
求
し
た
。

　

三
月
二
三
日
、
佐
賀
藩
の
海
軍
奉
行
島
団
右
衛
門
（
義
勇
）
が
海
軍
先
鋒
大
原
俊

実
と
共
に
横
浜
に
や
っ
て
き
て
、
密
か
に
勝
に
「
我
が
軍
艦
を
献
じ
、
速
や
か
に
朝

臣
の
列
に
入
る
べ
し
。
今　

朝
廷
大
い
に
海
軍
を
興
起
せ
ん
と
す）

53
（

」
と
告
げ
、
勝
を

西
軍
に
幕
府
海
軍
ご
と
取
り
込
も
う
と
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
二
六
日
に
勝
は

こ
の
こ
と
を
断
っ
た
。

　

四
月
八
日
、
榎
本
は
母
、
姉
観
月
、
妻
多
津
に
宛
て
て
、「
私
事
は
徳
川
家
御
家

名
と
御
領
地
相
定
ま
り
候
迄
は
決
て
上
陸
い
た
さ
ず）

54
（

」
と
江
戸
城
無
血
開
城
で
、
江

戸
城
の
受
け
渡
し
が
決
ま
っ
て
い
る
状
況
で
こ
の
よ
う
な
心
境
を
し
た
た
め
て
い
る
。

　

四
月
一
三
日
、
監
軍
伊
集
院
兼
寛
は
、「
海
軍
隊
よ
り
昨
日
軍
艦
受
に
相
成
賦
候

処
、
及
延
引
夫
故
房
相
之
間
え
致
出
船
候
段
、
船
持
よ
り
書
面
を
以
届
申
出
置
、
出

船
之
由
右
に
付
末
何
分
相
分
候
事）

55
（

」
と
記
し
て
い
る
。
幕
府
海
軍
の
受
け
渡
し
に
関

す
る
動
向
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

　

四
月
一
五
日
、
東
海
道
総
督
府
か
ら
江
戸
鎮
撫
取
締
徳
川
慶
頼
へ
「
軍
艦
引
渡
一

条
ニ
付
而
者
水
夫
迄
茂
可
差
出
趣
申
立
、（
中
略
）
夫
而
巳
な
ら
す
格
別
之
御
仁
恵

を
以
寛
典
之
御
処
置
、
悉
く
水
泡
と
可
成
行
者
勿
論
之
事
ニ
候
、（
中
略
）
万
国
之

賊
船
と
相
成
候
次
第
不
便
之
事
ニ
付
、
品
海
江
乗
戻
シ
官
軍
江
引
渡
之
処
（
後
略）

56
（

）」

と
達
し
た
。
徳
川
幕
府
の
軍
艦
を
引
き
渡
す
予
定
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
軍
艦
を
品

川
沖
に
戻
す
よ
う
要
請
し
た
。
こ
れ
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
の
が
、
勝
安
房
守
義
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邦
と
大
久
保
一
翁
で
あ
っ
た
。
翌
日
、
高
家
大
沢
甚
之
丞
か
ら
東
海
道
先
鋒
総
督
参

謀
海
江
田
武
次
に
「
然
者
今
朝
品
海
江
軍
艦
弐
艘
着
船
相
成
候
義
ニ
付
、（
中
略
）

右
弐
艘
之
内
不
二
山
と
申
軍
艦
江
同
人
（
引
用
者
註
―
勝
）
乗
組
致
出
帆
、
残
り
居

軍
艦
引
連
品
海
沖
江
罷
帰
り
候
積
ニ
御
座
候）

57
（

」
と
、
勝
が
徳
川
艦
隊
を
品
川
沖
へ
引

き
戻
す
だ
ろ
う
と
伝
え
て
い
る
。

　

同
月
、
徳
川
慶
頼
は
東
海
道
総
督
府
へ
「
海
軍
之
者
共
儀
者　

皇
国
之
御
為
、
数

年
来
航
海
術
研
究
仕
船
艦
を
以
身
命
と
致
居
候
儀
故
、
一
旦
船
艦
を
離
候
而
者
各
其

依
頼
す
る
処
を
失
、
身
を
惜
処
無
之
ニ
至
可
申
と
疑
慮
仕
、
願
意
之
趣
固
守
致
、
如

何
様
之
中
ニ
不
都
合
を
醸
可
申
哉
茂
難
計
、
最
以
苦
心
候
義
ニ
御
座
候）

58
（

」
と
、
海
軍

の
者
た
ち
は
皇
国
の
た
め
尽
力
し
て
い
る
の
で
、
赦
し
て
も
ら
え
る
よ
う
依
頼
し
た
。

　

四
月
二
四
日
、
徳
川
慶
頼
は
富
士
・
翔
鶴
・
観
光
・
朝
陽
の
四
艦
を
引
き
渡
す
だ

ろ
う）

59
（

と
東
海
道
総
督
府
へ
告
げ
た
。
同
日
、
榎
本
和
泉
守
武
揚
は
勝
へ
「
素
よ
り
異

論
者
無
之
候
得
共
、
一
同
之
心
中
御
推
察
可
被
下
候
、
夫
よ
り
引
渡
候
四
艘
江
参

り
、
水
夫
火
焚
共
江
も
大
凡
之
顚
末
申
諭
し
申
候）

60
（

」
と
四
艘
の
軍
艦
の
引
き
渡
し
に

同
意
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。
そ
し
て
、
参
謀
の
海
江
田
と
木
梨
精
一
郎
は
勝
へ
「
引

渡
ニ
相
成
候
軍
艦
ニ
而
脱
走
致
シ
候
陸
軍
心
得
違
之
者
、
攻
撃
之
御
趣
意
ニ
者
無
之

候
間
、
其
段
被
相
心
得
可
申
事）

61
（

」
と
、
引
き
渡
す
軍
艦
で
脱
走
す
る
陸
軍
に
通
じ
て

い
る
者
は
攻
撃
の
対
象
に
し
な
い
と
約
束
を
取
り
付
け
た
。

　

四
月
二
八
日
、
榎
本
は
西
軍
の
海
軍
参
謀
浜
野
源
六
へ
「
四
艘
軍
艦
之
内
、
過
日

御
渡
申
上
候
観
光
丸
外
、
富
士
山
・
翔
鶴
・
朝
陽
三
艘
、
大
小
砲

附
属
品
共
相
添

本
日
慥
ニ
御
引
渡
申
候）

62
（

」
と
告
げ
、
四
艘
の
軍
艦
を
引
き
渡
し
た
。
同
日
、
浜
野
は

榎
本
に
慥
か
に
受
け
取
っ
た
旨
を
伝
え
た）

63
（

。

　

そ
の
中
で
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
長
岡
藩
が
加
わ
り
、
新
潟
港
が
外
国
製
兵
器
輸

入
の
大
切
な
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。
北
陸
道
の
西
軍
を
指
揮
す
る
山
縣
有
朋
は
、
慶

応
四
年
五
月
一
日
に
海
軍
を
日
本
海
に
派
遣
す
る
よ
う
依
頼
し
た）

64
（

。
西
軍
は
山
縣
の

要
請
に
応
え
、
長
州
藩
軍
艦
第
一
丁
卯
、
及
び
薩
摩
藩
軍
艦
乾
行
（
艦
長
北
郷
主
水

久
信
）
の
越
後
派
遣
を
決
定
し
た
。
二
隻
の
西
軍
軍
艦
は
、
下
関
港
で
石
炭
補
給
担

当
と
さ
れ
た
福
岡
藩
の
輸
送
船
大
鵬
丸
と
合
流
し
た
後）

65
（

、
敦
賀
港
を
経
て
越
後
へ
向

か
っ
た）

66
（

。

　

幕
府
輸
送
船
順
動
丸
は
幕
府
か
ら
会
津
藩
へ
貸
与
さ
れ
た
兵
器
弾
薬
類
を
運
搬
す

る
た
め
箱
館
経
由
で
越
後
入
り
し
た
。
佐
渡
奉
行
所
組
頭
で
恭
順
の
方
針
を
と
っ
た

中
山
修
輔
の
西
軍
に
対
す
る
弁
明
に
よ
る
と
、
順
動
丸
は
佐
渡
の
相
川
港
へ
碇
泊
中

に
奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
接
収
さ
れ
た）

67
（

。
越
後
で
は
蒸
気
船
燃
料
用
の
石
炭
の
調
達
が

困
難
で
、
順
動
丸
は
代
用
燃
料
と
し
て
薪
を
使
用
し
て
行
動
し
て
い
る
た
め
、
速
力

が
発
揮
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た）

68
（

。

　

五
月
二
一
日
、
第
一
丁
卯
と
乾
行
は
西
軍
支
配
下
の
直
江
津
に
入
港
し
た
。
翌

日
、
陸
戦
支
援
の
た
め
、
直
江
津
を
出
、
二
四
日
、
出
雲
崎
へ
寄
港
し
た
際
に
幕
府

艦
隊
が
寺
泊
沖
へ
碇
泊
中
と
の
情
報
を
得
た）

69
（

。
そ
こ
で
西
軍
は
幕
府
艦
隊
に
先
制
攻

撃
を
決
定
し
た
。

　

同
日
、
西
軍
艦
隊
は
寺
泊
沖
ま
で
進
み
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
順
動
丸
は
機
関
を
始

動
し
て
出
港
し
た
。
西
軍
の
記
録
に
よ
る
と
、
順
動
丸
は
逃
走
し
よ
う
と
し
た
と
思

わ
れ
る）

70
（

が
、
港
外
で
待
ち
構
え
た
西
軍
軍
艦
隊
は
、
乾
行
が
順
動
丸
の
前
方
を
遮
る

一
方
、
第
一
丁
卯
は
後
方
に
回
り
込
ん
で
の
包
囲
を
試
み
、
大
砲
に
よ
る
威
嚇
射
撃

を
行
な
っ
た
上
で
砲
撃
戦
を
開
始
し
た
。
砲
弾
は
順
動
丸
の
船
首
や
外
輪
に
命
中
し

た
。
順
動
丸
は
砲
弾
三
発
を
乾
行
に
返
し
た
が
、
手
前
に
外
れ
た）

71
（

。

　

損
傷
し
た
順
動
丸
は
反
転
し
、
海
岸
に
座
礁
し
た
。
会
津
藩
士
一
柳
幾
馬
・
一
ノ
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瀬
紀
一
郎
（
雑
賀
孫
六
郎
）
ら
乗
員
約
一
五
〇
名
は
、
船
体
を
放
棄
し
て
上
陸
し
た
。

乗
員
や
陸
上
の
駐
屯
部
隊
は
、
会
津
兵
二
〇
名
を
除
い
て
弥
彦
へ
向
か
っ
て
撤
退
し

た）
72
（

。
西
軍
は
順
動
丸
に
接
近
し
て
拿
捕
し
よ
う
と
し
た
が
、
暗
礁
が
多
く
危
険
な
た

め
断
念
し
た
。

　

西
軍
は
陸
路
か
ら
も
部
隊
を
展
開
し
て
、
順
動
丸
の
拿
捕
を
試
み
た
。
第
一
丁
卯

が
出
雲
崎
へ
戻
っ
て
連
絡
し
、
西
軍
側
の
加
賀
藩
・
高
田
藩
・
与
板
藩
兵
が
出
動
し

た
も
の
の
、
山
中
に
伏
せ
さ
せ
て
い
た
住
民
を
東
軍
側
の
伏
兵
と
誤
認
し
、
退
却
し

て
し
ま
っ
た）

73
（

。
西
軍
軍
艦
隊
は
引
き
続
き
、
順
動
丸
の
監
視
を
し
、
敵
陣
を
狙
っ
て

艦
砲
射
撃
を
実
施
し
た）

74
（

。

　

五
月
二
五
日
昼
頃
、
乾
行
乗
員
が
寺
泊
へ
上
陸
し
て
、
幕
府
側
に
協
力
し
た
住
民

を
処
罰
す
る
布
告
を
掲
示
し
た）

75
（

。
同
日
、
午
後
二
時
頃
、
順
動
丸
は
搭
載
弾
薬
が
爆

発
を
起
こ
し
て
沈
没
し
た
。
出
火
原
因
は
不
明
で
あ
る）

76
（

が
、
鹵
獲
を
逃
れ
る
た
め
に

自
爆
さ
せ
た
と
推
定
さ
れ
る）

77
（

。
五
月
二
六
日
、
西
軍
軍
艦
隊
は
七
尾
港
へ
撤
収
し
た
。

同
軍
艦
隊
は
連
日
の
作
戦
で
燃
料
不
足
に
な
っ
て
い
た
が
、
新
政
府
側
の
柳
川
藩
輸

送
船
千
別
丸
（
艦
長
曾
我
祐
準
）
の
七
尾
港
到
着
に
よ
り
、
石
炭
の
補
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た）

78
（

。

　

こ
の
海
戦
に
よ
り
、
西
軍
が
日
本
海
側
の
制
海
権
を
握
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
政

軍
艦
隊
は
五
月
二
九
日
、
佐
渡
奉
行
所
の
あ
る
相
川
へ
も
進
駐
し
、
同
地
に
停
泊
し

て
い
た
桑
名
藩
の
和
船
を
拿
捕
し
て
、
積
荷
の
大
砲
や
ミ
ニ
エ
ー
銃
を
鹵
獲
し
て
い

る）
79
（

。
そ
の
後
も
西
軍
は
摂
津
丸
な
ど
の
艦
船
を
派
遣
し
て
砲
艦
射
撃
や
上
陸
戦
の
支

援
な
ど
に
活
用
し
、
七
月
二
九
日
に
新
潟
港
を
占
領
し
た）

80
（

。

　

こ
の
間
、
五
月
二
四
日
に
榎
本
は
陸
軍
総
裁
だ
っ
た
勝
安
房
守
義
邦
の
家
を
訪
れ

今
後
の
成
り
行
き
な
ど
を
話
し
合
っ
た）

81
（

も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

六
月
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
か
ら
戻
っ
た
林
董
三
郎
は
榎
本
が
妻
の
実
家
林
家
を
訪
れ

た
際
に
脱
走
の
話
を
聞
い
て
「
予
は
之
を
聞
い
て
慷
慨
自
ら
禁
ず
る
こ
と
能
わ
ず
、

開
陽
丸
に
乗
船
さ
れ
ん
こ
と
を
請
う）

82
（

」
と
、
榎
本
に
従
う
こ
と
に
決
め
た
。
榎
本
は

林
家
の
許
可
が
あ
れ
ば
、
連
れ
て
行
こ
う
と
許
可
し
た
。
そ
し
て
、
六
月
二
二
日
・

二
三
日
頃
、
林
は
「
開
陽
丸
に
乗
組
て
見
習
士
官
と
な
れ
り）

83
（

」
と
、
開
陽
丸
見
習
士

官
と
し
て
同
乗
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
山
内
六
三
郎
（
堤
雲
）
も
見

習
士
官
と
し
て
榎
本
に
従
っ
た
。

　

六
月
、
議
定
兼
輔
相
岩
倉
具
視
は
「
徳
川
所
有
ノ
軍
艦
、
今
日
之
勢
ニ
ヲ
イ
テ
最

モ
尾
大
ノ
患
ア
リ
、
何
ト
ナ
レ
ハ
天
下
各
藩
ノ
艦
挙
テ
未
タ
彼
ニ
敵
ス
ル
モ
ノ
ナ

シ）
84
（

」
と
、
幕
府
艦
隊
の
脅
威
を
感
じ
て
い
る
。

　

八
月
一
九
日
夜
、
榎
本
艦
隊
は
品
川
沖
か
ら
姿
を
消
し
た
。
開
陽
を
旗
艦
に
、
軍

艦
回
天
、
蟠
龍
、
千
代
田
形
と
、
輸
送
船
神
速
丸
、
長
鯨
丸
、
咸
臨
丸
、
美
賀
保
丸

の
八
隻
だ
っ
た
。
品
川
沖
を
離
れ
て
、
旧
幕
府
勢
力
が
終
結
す
る
仙
台
を
目
指
し
て

北
上
し
た
。
二
〇
日
、
榎
本
と
元
若
年
寄
永
井
玄
蕃
頭
尚
志
は
、
①
王
政
一
新
が
強

藩
の
専
横
に
よ
っ
て
枉
げ
ら
れ
、
徳
川
家
の
処
置
が
不
当
で
あ
る
こ
と
を
論
難
し
、

②
徳
川
家
臣
の
た
め
に
蝦
夷
地
の
開
拓
、
及
び
北
門
の
警
備
を
委
任
し
て
ほ
し
い
、

と
い
う
内
容
の
「
徳
川
家
臣
大
挙
告
文
」
を
勝
安
房
守
義
邦
に
託
し
た）

85
（

。
林
は
英
語

で
こ
れ
を
翻
訳
し
、
外
交
官
の
ま
と
め
役
だ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
特
派
全
権
公
使
パ
ー
ク

ス
（Sir H

arry Parkes

）
に
送
り
、
明
治
期
に
イ
ギ
リ
ス
駐
日
公
使
と
な
っ
た
林

は
ブ
ル
ー
ブ
ッ
ク
（B

lue B
ook

）
に
綴
ら
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た）

86
（

と
述
べ
て
い

る
。
二
二
日
に
嵐
に
あ
っ
た
艦
隊
は
美
賀
保
丸
が
銚
子
沖
で
沈
没
し
、
蟠
龍
と
咸
臨

丸
は
下
田
方
面
に
漂
流
し
た
。
の
ち
に
咸
臨
丸
は
修
理
の
た
め
、
清
水
港
に
入
港
し

て
い
た
と
こ
ろ
を
西
軍
に
拿
捕
さ
れ
た
。
開
陽
は
三
本
マ
ス
ト
が
破
損
し
た
が
、
二
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七
日
に
は
仙
台
松
島
に
到
着
し
た
。
松
島
湾
内
の
東
名
浜
あ
る
い
は
寒
風
沢
に
停
泊

し
、
破
損
個
所
を
修
復
し
た）

87
（

。
こ
の
間
の
様
子
を
新
選
組
軍
監
島
田
魁
は
「
艦
中
大

ニ
百
辛
千
苦
ノ
思
ヲ
ナ
ス）

88
（

」
と
綴
り
、
厳
し
い
航
海
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
寒
風

沢
で
榎
本
ら
は
松
本
良
順
に
会
っ
た
。
松
本
は
榎
本
ら
に
「
聞
く
、
米
国
人
の
脱
走

し
て
海
賊
た
る
も
の
上
海
在
り
と
。
私
に
航
し
て
彼
徒
に
頼
り
畏
な
が
ら
宮
家
（
引

用
者
註
―
輪
王
寺
宮
公
現
法
親
王
）
を
誘
ひ
、
桑
名
侯
（
引
用
者
註
―
松
平
定
敬
）

を
随
従
せ
し
め
、
有
志
者
数
百
を
率
ひ
、
内
米
賊
百
五
十
名
斗
を
交
ぜ
、
一
航
四
日

市
に
至
ら
は
、
桑
名
の
残
士
必
す
来
り
会
す
べ
し
。（
中
略
）
其
山
崎
の
所
為
を
責

て
先
鋒
と
し
、
尾
州
を
破
り
、
彦
根
を
攻
め
、
帝
都
に
上
り
、
従
来
薩
長
の
所
為
皆　

陛
下
を
欺
き
奉
り
た
る
所
以
を
天
下
に
告
げ
、
速
に
米
国
に
使
節
を
立
て
ゝ
其
兵
を

借
り
、
尾
紀
以
下
十
八
国
守
二
、
百
六
十
諸
侯
の
罪
を
正
さ
ば
、
王
政
復
古
期
し
て

待
つ
べ
し）

89
（

」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
榎
本
は
こ
の
説
に
喜
び
、
土
方
は

拱
手
し
、
松
本
の
い
う
こ
と
は
う
ま
す
ぎ
る
こ
と
が
多
い
が
、
私
は
「
死
神
」
に
取

り
つ
か
れ
て
い
る
の
で
、
死
す
べ
き
時
に
死
す
と
い
い
、
松
本
に
早
々
に
横
浜
に
戻

る
よ
う
い
い
、
松
本
は
ア
メ
リ
カ
の
力
を
借
り
て
、
戦
争
を
終
ら
す
べ
き
だ
と
主
張

し
た
こ
と
を
批
判
し
た
。

　

二
三
日
に
は
、
東
軍
の
拠
点
だ
っ
た
会
津
若
松
城
に
西
軍
が
押
し
迫
り
、
更
に
九

月
一
二
日
、
仙
台
藩
が
降
伏
し
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
榎
本
と
元
新
選
組
副
長
土
方
歳

三
が
仙
台
城
に
登
城
し
、
執
政
大
條
孫
三
郎
と
遠
藤
文
七
郎
を
説
得
し
た
が
、
藩
論

を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
会
津
で
戦
っ
た
東
軍
も
九
月
一
六
日
に
仙
台
に

到
着
し
、
よ
う
や
く
旧
幕
府
陸
海
軍
が
そ
ろ
っ
た
。
榎
本
は
蝦
夷
地
に
向
か
う
こ
と

を
決
め
、
艦
隊
を
北
上
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　

幕
府
が
仙
台
藩
に
貸
与
し
て
い
た
大
江
丸
、
鳳
凰
丸
、
長
崎
丸
を
接
収
し
、
陸
軍

を
乗
船
さ
せ
た
艦
隊
は
一
〇
月
一
二
日
、
仙
台
の
東
方
に
あ
る
折
ノ
浜
を
出
港
し
た
。

翌
日
に
は
宮
古
湾
鍬
ヶ
崎
港
に
入
り
、
準
備
を
整
え
て
一
七
日
正
午
、
北
上
を
開
始

し
た
。
江
戸
湾
を
離
れ
た
時
か
ら
フ
ラ
ン
ス
人
陸
軍
伝
習
教
官
ブ
リ
ュ
ネ
（Jules 

B
runet

）
陸
軍
砲
兵
大
尉
と
カ
ズ
ヌ
ー
ヴ
（A

ndre C
azeneuve

）
陸
軍
馬
術
師
範

が
同
行
し
た
。
仙
台
で
教
え
子
の
伝
習
隊
隊
長
大
鳥
圭
介
と
の
再
会
を
果
た
し
た
。

更
に
、
ブ
リ
ュ
ネ
の
後
を
追
っ
て
き
た
フ
ォ
ル
タ
ン
（A

rthur Fortant

）
近
衛
騎

兵
隊
伍
長
、
マ
ル
ラ
ン（Jean M

arlin

）近
衛
歩
兵
大
隊
軍
曹
、
ブ
ッ
フ
ィ
エ（François

B
ouffier

）
第
八
猟
歩
兵
大
隊
軍
曹
が
宮
古
湾
で
合
流
し
、
ま
た
、
箱
館
で
も
プ
ラ

デ
ィ
エ
（A

uguste P
radier

）
ズ
ワ
ー
ブ
兵
下
役
、
ト
リ
ブ
ー
（Tribout

）
陸
軍
差

図
役
下
役
、
フ
ラ
ン
ス
東
洋
艦
隊
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
（M

inerva

）
号
の
海
軍
差
図
役
見

習
ニ
コ
ー
ル
（H

enri Paul H
yppolyte de N

icol

）、
同
海
軍
差
図
役
見
習
コ
ラ
ッ

シ
ュ
（F

élix E
ugénce C

ollache

）、
上
海
か
ら
箱
館
に
や
っ
て
来
た
フ
ラ
ン
ス
海

軍
砲
兵
下
役
ク
ラ
ト
ー
（C

lateau

）
が
箱
館
で
加
わ
っ
た
。

　

プ
ロ
イ
セ
ン
代
理
公
使
ブ
ラ
ン
ト
（M

ax von B
randht

）
は
榎
本
艦
隊
を
「
艦

隊
の
行
動
は
単
な
る
兵
士
の
反
乱
と
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た）

90
（

」
と
し
、
も
は
や
中
立

宣
言
を
守
る
理
由
は
な
い
と
判
断
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

宮
古
湾
を
出
港
し
た
東
軍
は
、
再
び
嵐
に
あ
い
、
目
的
地
の
鷲
ノ
木
沖
に
回
天
が

到
着
し
た
の
が
、
一
九
日
夜
だ
っ
た
が
、
全
艦
隊
が
終
結
す
る
の
は
二
三
日
の
こ
と

だ
っ
た
。
こ
の
間
、
広
田
浜
に
停
泊
中
の
千
秋
丸
を
奪
取
し
て
い
る
。
本
格
的
な
上

陸
が
始
ま
っ
た
の
は
二
二
日
だ
が
、
先
発
隊
と
し
て
遊
撃
隊
の
人
見
勝
太
郎
ら
三
〇

名
が
箱
館
府
へ
の
歎
願
使
節
と
し
て
五
稜
郭
へ
向
け
て
出
発
し
た
。
箱
館
府
は
清
水

谷
公
考
が
総
督
と
な
っ
て
弘
前
藩
や
松
前
藩
と
協
力
し
な
が
ら
防
禦
に
当
た
っ
て
い

た
。
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一
〇
月
一
一
日
、
島
田
魁
の
日
記
に
よ
れ
ば
、「
独
リ
回
天
艦
気
仙
ニ
至
リ
千
秋

丸
ヲ
奪
フ）

91
（

」
と
記
し
て
お
り
、
こ
の
時
、
元
徳
川
幕
府
の
軍
艦
で
仙
台
藩
に
預
け
、

西
軍
が
使
用
し
て
い
た
こ
の
艦
を
奪
い
返
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
〇
月
二
一
日
、
奥
羽
鎮
撫
総
督
府
は
盛
岡
藩
に
「
旧
幕
盤（

艦
）、

自
然
当
領
内
へ
来

航
、
謝
罪
等
不
申
出
乱
暴
狼
藉
致
候
節
は
、
兼
て
為
奏
実
効
飽
迄
死
力
を
尽
し
防
禦

可
致
、
猶
時
宜
ニ
よ
り
秋
田
・
弘
前
両
藩
へ
急
報
可
致
候
事）

92
（

」
と
盛
岡
藩
に
幕
府
艦

隊
襲
来
に
備
え
る
よ
う
秋
田
・
弘
前
両
藩
へ
通
報
す
る
よ
う
命
令
が
下
っ
た
。

　

二
二
日
に
東
軍
本
隊
は
五
稜
郭
に
向
け
て
鷲
ノ
木
を
出
発
し
た
。
二
三
日
、
西
軍

の
夜
襲
が
あ
り
、
こ
れ
を
予
期
し
て
い
た
大
鳥
圭
介
は
伝
習
士
官
隊
、
伝
習
歩
兵
隊
、

遊
撃
隊
、
新
選
組
、
砲
兵
隊
を
率
い
て
こ
れ
を
迎
撃
し
、
こ
こ
に
箱
館
戦
争
が
勃
発

す
る
。

　

二
四
日
、
清
水
谷
公
考
は
弘
前
藩
主
津
軽
承
昭
に
「
徳
川
脱
艦
何
時
当
港
へ
襲
来

難
計
ニ
付
援
兵
願
候）

93
（

」
と
、
援
兵
派
遣
要
請
を
行
な
っ
た
。

　

二
五
日
に
は
、
清
水
谷
が
箱
館
府
を
放
棄
し
、
軍
艦
カ
ガ
ノ
カ
ミ
（
加
賀
守
、
秋

田
藩
籍
陽
春
艦
）
で
青
森
に
逃
れ
た
た
め）

94
（

、
翌
日
、
東
軍
は
五
稜
郭
へ
無
血
入
城
を

果
た
し
た
。
こ
の
時
、
東
軍
の
回
天
が
鷲
ノ
木
よ
り
廻
航
し
て
、
箱
館
港
内
に
滞
在

し
て
い
た
の
で
こ
れ
ら
の
船
を
目
撃
し
た
が
、
開
港
場
が
あ
り
、
居
留
地
や
外
国
船

を
考
慮
し
た
結
果
、
発
砲
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う）

95
（

。
二
六
日
に
五
稜
郭
の
入
城
を

果
た
し
た
東
軍
は
二
八
日
に
松
前
藩
を
攻
略
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
攻
略
軍
は
土
方

歳
三
率
い
る
陸
軍
隊
と
額
兵
隊
、
彰
義
隊
で
行
な
っ
た
。

　

二
七
日
、
箱
館
港
に
回
天
が
い
る
こ
と
も
知
ら
ず
に
入
っ
て
来
た
秋
田
藩
籍
の
高

雄
が
榎
本
軍
に
拿
捕
さ
れ
た）

96
（

。

　

蟠
龍
に
よ
る
松
前
と
福
島
へ
の
艦
砲
射
撃
が
行
な
わ
れ
た
一
一
月
一
日
、
東
軍
は

宿
営
地
知
内
に
松
前
兵
の
襲
撃
を
受
け
た
が
、
蟠
龍
の
砲
撃
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
を

撃
退
し
た
。
更
に
進
軍
す
る
も
の
の
回
天
、
蟠
龍
は
松
前
沖
に
廻
航
で
き
た
が
、
波

が
高
く
有
効
な
艦
砲
射
撃
が
で
き
ず
、
城
の
外
郭
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
砲
台
や
、

城
下
の
築
島
砲
台
な
ど
の
砲
撃
に
晒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
城
下
に
侵
入
し
た
東
軍
が

高
地
に
あ
る
法
花
寺
を
占
拠
し
、
こ
こ
か
ら
砲
撃
を
加
え
、
築
島
台
場
を
沈
黙
さ
せ
、

更
に
城
へ
の
砲
撃
を
行
な
っ
た
。
松
前
藩
主
松
前
徳
広
は
既
に
館
城
に
退
い
て
い
た

た
め
、
松
前
城
を
攻
略
し
、
館
城
へ
兵
を
差
し
向
け
た
。
一
一
月
一
五
日
に
館
城
を

陥
落
さ
せ
た
。
一
方
、
松
前
徳
広
は
一
二
日
に
江
差
に
退
き
、
二
二
日
に
平
舘
へ
上

陸
す
る
も
、
度
重
な
る
敗
戦
と
疲
れ
で
二
九
日
に
弘
前
に
お
い
て
肺
結
核
で
死
去
し

た
。

　

一
一
月
五
日
に
松
前
城
を
攻
略
し
た
東
軍
は
、
一
一
日
か
ら
松
前
兵
が
敗
走
し
た

江
差
方
面
に
向
け
て
進
軍
し
た
。
一
三
日
に
大
滝
峠
に
布
陣
し
た
松
前
兵
を
敗
走
さ

せ
、
さ
ら
に
北
上
を
続
け
一
五
日
に
江
差
に
入
っ
た
。
江
差
に
は
す
で
に
開
陽
が
到

着
し
て
お
り
、
敵
兵
の
姿
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　

一
一
月
八
日
、
熊
本
藩
士
で
軍
監
の
野
田
大
蔵
（
豁
通
）
は
軍
務
官
へ
回
天
と
蟠

龍
が
七
日
、
大
森
に
や
っ
て
き
て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
青
森
表
へ
歎
願
の
趣

有
之
罷
越
候
処
、
風
悪
ク
、
且
買
物
有
之
上
陸
仕
候
段
申
出
候
由
、（
中
略
）
全
ク

様
子
窺
ノ
為
メ
罷
越
候
ト
相
見
へ
（
後
略）

97
（

）」
と
報
告
し
た
。
東
軍
は
風
が
悪
く
、

買
い
物
に
来
た
た
め
、
青
森
港
に
寄
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
野
田
は
偵
察
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
野
田
の
見
立
て
で
は
「
第
一
可
恐
ハ
此
機
ニ
乗
シ
奥
羽
の
残

賊
再
起
ニ
御
座
候）

98
（

」
と
、
幕
府
艦
隊
が
来
た
こ
と
で
奥
羽
の
諸
藩
が
呼
応
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
伝
え
、
こ
れ
に
危
惧
し
て
い
る
。

　

同
月
九
日
に
榎
本
武
揚
は
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
の
船
将
た
ち
に
、
蝦
夷
地
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に
軍
政
を
敷
い
た
東
軍
を
「
事
実
上
の
政
権
」（authorities de facto

）と
認
め
さ
せ
、

更
に
新
政
府
と
の
仲
介
を
依
頼
し
た
。

　

同
月
、
徳
川
脱
藩
海
陸
軍
名
義
で
奥
羽
越
列
藩
同
盟
へ
、「
我
等
既
ニ
身
ヲ
容
ル
ヽ

ノ
地
ナ
シ
、
去
ト
テ
降
伏
シ
テ
謝
ス
ヘ
キ
ノ
罪
ナ
シ
、
茲
ニ
蝦
夷
地
ハ
皇
国
北
門
枢

要
の
地
ナ
レ
ハ
、
此
ニ
開
拓
の
基
ヲ
創
メ
、
長
ク
外
夷
窺

ノ
念
ヲ
絶
ン
ト
ス）

99
（

」
と
、

艦
隊
が
北
上
し
て
き
た
目
的
は
「
皇
国
北
門
枢
要
の
地
」
で
あ
る
と
認
識
し
、
開
拓

と
防
衛
を
行
な
う
と
い
う
大
義
名
分
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
弘
前
藩

の
返
答
は
青
森
町
奉
行
野
呂
謙
吾
と
小
山
内
又
右
衛
門
が
返
書
を
出
し
、「
右
重
大

の
事
件
ニ
付
、
率（

卒
）爾

ニ
御
答
難
相
成）

100
（

」
と
、
幕
府
艦
隊
が
蝦
夷
地
に
来
た
こ
と
は
重

大
な
問
題
だ
が
、
返
答
し
に
く
い
と
し
た
。

　

そ
の
夜
、
天
候
が
悪
化
し
、
江
差
沖
に
停
泊
し
て
い
た
開
陽
は
暴
風
雪
の
中
、
浅

瀬
に
吹
き
流
さ
れ
て
座
礁
し
た
。
翌
日
も
暴
風
は
続
き
、
開
陽
は
離
礁
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
ま
ま
破
船
し
、
沈
没
し
て
し
ま
っ
た
。
更
に
開
陽
救
出
の
た
め
江
差
に
向

か
っ
た
神
速
が
、
同
じ
く
座
礁
、
沈
没
す
る
と
い
う
二
次
災
害
ま
で
発
生
し
た
。

　

開
陽
の
江
差
廻
航
は
、
こ
こ
ま
で
戦
功
の
な
い
海
軍
の
不
満
を
解
消
す
る
た
め
の

も
の
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
東
軍
の
蝦
夷
地
渡
航
は
、
西
軍
に
対
し
て
制
海
権

を
握
る
こ
と
が
で
き
る
圧
倒
的
な
海
軍
力
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
海
軍
力
は

開
陽
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
沈
没
は
東
軍
に
と
っ
て
は
大
き
な
痛
手

と
な
っ
た
。

　

一
一
月
一
九
日
に
藩
主
を
青
森
に
送
り
出
し
た
松
前
藩
は
、
二
〇
日
に
降
伏
を
表

明
し
た
。
こ
う
し
て
蝦
夷
地
制
圧
が
完
了
し
た
。

　

一
一
月
二
一
日
、
盛
岡
藩
主
南
部
利
恭
は
秋
田
藩
主
佐
竹
義
堯
に
幕
府
艦
隊
襲
来

に
備
え
て
幕
府
艦
隊
追
討
の
先
鋒
と
な
る
よ
う
依
頼
し
た）

101
（

。
こ
の
日
の
島
田
魁
日
記

に
注
目
す
る
記
事
が
あ
る）

102
（

。
軍
艦
と
し
て
回
天
、
蟠
龍
、
千
代
田
形
が
使
用
さ
れ
、

諸
隊
の
運
送
に
二
番
回
天
、
長
鯨
、
千
秋
、
鳳
凰
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
戦
闘
用
の

船
と
輸
送
用
の
船
が
明
確
に
分
け
て
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、

軍
艦
に
も
陸
戦
隊
を
乗
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
な
ど
に
も
見
ら
れ
る

た
め
、
こ
れ
を
統
一
し
て
「
輸
送
艦
隊
」
と
見
な
す
の
は
少
々
違
う
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
戦
略
や
戦
術
に
よ
り
、
そ
の
用
途
が
変
わ
っ
て
く
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
。

　

一
一
月
二
四
日
、
津
軽
承
昭
は
新
政
府
に
箱
館
府
と
松
前
城
が
陥
落
し
、
大
艦
隊

も
迫
っ
て
い
る
の
で
、「
早
速
官
軍
御
援
兵
被
仰
付
被
下
度）

103
（

」
と
、
幕
府
艦
隊
襲
撃

の
危
惧
か
ら
西
軍
の
援
軍
要
請
を
行
な
っ
た
。
承
昭
は
熊
本
細
川
家
か
ら
津
軽
家
に

養
子
に
来
た
の
で
、
恐
ら
く
軍
務
官
副
知
事
長
岡
護
美
が
関
わ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ

る
。
二
五
日
に
も
同
様
に
「
軍
艦
不
都
合
進
撃
遷
延
の
内）

104
（

」
と
、
幕
府
艦
隊
を
警
戒

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

更
に
、
松
前
攻
略
を
終
え
た
土
方
が
箱
館
に
凱
旋
し
た
一
二
月
一
五
日
、
蝦
夷
地

平
定
の
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。
箱
館
港
の
万
国
旗
を
飾
り
付
け
た
軍
艦
や
弁
天
台
場
、

五
稜
郭
か
ら
は
一
〇
一
発
の
祝
砲
が
放
た
れ
た
。

　

同
時
に
士
官
以
上
に
な
る
と
入
札
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
が
日
本
で
初
の
選
挙
と

な
っ
た
。
こ
う
し
て
榎
本
を
総
裁
と
す
る
軍
事
政
権
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

各
地
の
防
衛
担
当
も
決
定
さ
れ
、
東
軍
は
西
軍
の
来
攻
に
備
え
て
新
た
な
防
備
施
設

を
築
造
し
な
が
ら
、
春
を
待
っ
た
。
榎
本
が
立
ち
上
げ
た
政
権
に
つ
い
て
、
樋
口
雄

彦
氏
は
「
榎
本
ら
が
真
に
民
主
的
だ
っ
た
わ
け
で
も
、
独
立
国
を
目
指
し
た
わ
け
で

も
な
く
、
本
質
を
見
誤
っ
た
評
価
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い）

105
（

」
と
し
て
い
る
。

　

明
治
二
年（
一
八
六
九
）一
月
、
西
軍
は
幕
府
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
購
入
し
た
ス
ト
ー

ン
ウ
ォ
ー
ル
・
ジ
ャ
ッ
ク
ソ
ン
（Stonew

all Jackson

）
号
、
す
な
わ
ち
軍
艦
甲
鉄
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を
入
手
し
て
い
る
。
こ
の
軍
艦
は
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
中
に
南
軍
が
発
注
し
、
フ
ラ

ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
で
建
艦
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
慶
応
四
年
四
月
に
横
浜
に
廻
航
さ

れ
た
が
、
発
注
し
た
幕
府
は
そ
こ
に
な
く
、
ア
メ
リ
カ
は
局
外
中
立
を
貫
き
、
日
本

政
府
の
軍
艦
と
し
て
新
政
府
に
譲
渡
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
局
外
中
立
を
保
っ
て
い
た

各
国
が
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
号
を
新
政
府
に
渡
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
的
な
地

位
も
含
め
て
圧
倒
的
に
新
政
府
側
が
有
利
に
な
っ
た）

106
（

。

　

一
月
二
六
日
、
榎
本
は
母
、
姉
観
月
、
妻
多
津
に
宛
て
た
書
簡
で
「
昨
冬
十
二
月

十
六
日
迄
に
当
嶋
一
圓
手
に
入
れ
当
節
の
處
に
て
は
夫
れ
に
防
禦（

並
カ
）

□
開
拓
の
手
掛
に

居
り
三
千
の
軍
卒
と
も
一
同
必
死
の
気
組
か
わ
ゆ
く
又
ふ
び
ん
と
も
存
ぜ
ら
れ
候）

107
（

」

と
、
蝦
夷
地
に
お
け
る
意
気
込
み
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、「
フ
ラ
ン
ス
団
士
官
七

名
も
一
同
の
義
気
に
感
じ
死
生
を
と
も
に
い
た
し
昼
夜
尽
力
い
た
し
呉
れ
候
事
忝
く

仕
合
に
御
座
候）

108
（

」
と
、
フ
ラ
ン
ス
士
官
た
ち
の
働
き
に
も
感
謝
を
し
て
い
る
。

　

二
月
二
八
日
、
岩
倉
具
視
は
三
条
実
美
に
意
見
書
を
送
っ
た
。
そ
の
意
見
書
で
は

蝦
夷
地
に
関
し
て
、
一
つ
目
に
、
蝦
夷
地
の
開
拓
が
「
皇
国
の
隆
替
」
と
い
う
認
識

に
た
っ
て
お
り
、
二
つ
目
に
幕
末
以
降
の
幕
府
の
蝦
夷
地
政
策
を
「
姑
息
」
と
し
て

批
判
し
て
い
る）

109
（

。
す
な
わ
ち
、
蝦
夷
地
は
新
政
府
に
と
っ
て
も
緊
要
の
課
題
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

三
月
六
日
、
青
森
船
問
屋
伊
東
彦
太
郎
（
朧
屋
）
は
「
松
前
福
山
へ
出
帆
せ
る
蒸

気
船
、
又
々
今
日
入
津
す
。
こ
れ
は
福
山
の
敵
方
模
様
見
聞
に
参
れ
る
由
な
り）

110
（

」
と
、

長
州
藩
の
船
が
偵
察
に
や
っ
て
来
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
西

軍
は
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
号
を
手
に
入
れ
て
い
た
が
、
箱
館
に
到
着
す
る
に
は
ま
だ

時
間
が
か
か
る
状
況
だ
っ
た
。

　

三
月
一
六
日
、
伊
東
彦
太
郎
は
「
箱
館
敵
徒
の
脱
艦
蟠
竜
丸
が
入
津
。
尤
も
當
海

の
船
々
澗
懸
せ
る
場
所
近
く
参
れ
る
に
、
停
泊
い
た
さ
ず
直
ぐ
さ
ま
箱
館
へ
出
帆
す
。

こ
れ
は
一
両
日
中
東
京
よ
り
の
軍
艦
当
所
へ
入
津
の
風
聞
を
箱
館
に
て
聞
き
、
様
子

窺
い
の
た
め
参
れ
る
も
の
な
り
。
尤
も
直
ぐ
さ
ま
出
帆
に
つ
き
、
こ
の
度
は
市
中
も

余
り
騒
ぎ
立
て
申
さ
ず）

111
（

」
と
記
し
、
蟠
龍
は
西
軍
の
船
が
青
森
に
入
港
し
た
か
偵
察

に
来
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

甲
鉄
を
旗
艦
と
す
る
新
政
府
艦
隊
八
隻
は
、
三
月
九
日
に
品
川
を
抜
錨
し
、
一
六

日
に
浦
賀
沖
を
通
過
、
そ
し
て
宮
古
湾
鍬
ヶ
崎
に
到
着
し
て
い
る
。
や
が
て
、
箱
館

に
も
新
政
府
艦
隊
北
上
の
報
せ
が
届
き
、
甲
鉄
奪
取
作
戦
が
立
案
さ
れ
た
。

　

発
案
者
は
ニ
コ
ー
ル
で
、
一
九
日
に
開
催
さ
れ
た
初
会
合
に
は
、
コ
ラ
ッ
シ
ュ
、

フ
ォ
ル
タ
ン
、
マ
ル
ラ
ン
、
そ
し
て
回
天
艦
長
甲
賀
源
吾
の
五
名
が
参
加
し
た
。
自

艦
を
隣
接
さ
せ
、
兵
士
を
乗
り
込
ま
せ
制
圧
し
、
艦
ご
と
奪
う
と
い
う
作
戦
を
立
て

た
。

　

作
戦
に
は
回
天
、
蟠
龍
（
艦
長
松
岡
磐
吉
）、
第
二
回
天
（
元
秋
田
藩
籍
高
雄
、

艦
長
古
川
節
蔵
）
の
三
艦
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
旗
艦
と
な
る
回
天
に
海
軍

奉
行
荒
井
郁
之
助
、
陸
軍
奉
行
並
土
方
歳
三
ら
が
検
分
役
と
し
て
乗
船
し
、
各
艦
に

海
軍
経
験
者
の
ニ
コ
ー
ル
が
回
天
に
、
コ
ラ
ッ
シ
ュ
が
第
二
回
天
に
、
ク
ラ
ト
ー
が

蟠
龍
に
乗
り
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

甲
鉄
に
移
乗
す
る
役
目
の
兵
士
が
乗
り
込
ん
だ
三
艦
は
、
二
一
日
午
前
四
時
半
頃

に
箱
館
を
出
発
し
、
津
軽
海
峡
を
横
断
し
、
二
二
日
早
朝
に
は

浦
沖
に
到
着
し
、

情
報
収
集
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

夕
刻
に
な
り
、
更
に
南
下
を
開
始
し
た
が
霧
が
深
く
な
り
、
午
後
十
一
時
半
頃
に

霧
は
お
さ
ま
っ
た
も
の
の
、
三
艦
は
そ
れ
ぞ
れ
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

二
四
日
早
朝
、
宮
古
湾
の
南
二
〇
キ
ロ
に
あ
る
山
田
湾
付
近
を
航
行
し
て
い
た
回
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天
は
、
第
二
回
天
を
発
見
し
、
二
艦
で
山
田
湾
大
沢
に
入
港
し
た
。
こ
こ
で
、
再
び

お
互
い
を
見
失
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
浦
沖
で
落
ち
合
う
約
定
を
結
ん
で
い
た
た
め
、

合
流
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
、
蟠
龍
と
は
合
流
で
き
な
か
っ
た
。
蟠
龍
は

浦

に
待
機
し
て
い
た
た
め
、
蟠
龍
は
約
定
を
守
っ
た
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
第
二
回
天
は
機
関
を
損
傷
し
て
お
り
、
長
時
間
の
航
行
に
よ
る
兵
士
の
疲

労
回
復
、
及
び
更
な
る
情
報
収
集
と
機
関
修
理
の
た
め
、
大
沢
湊
で
一
日
過
ご
す
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
自
ら
の
碇
泊
位
置
を
確
認
し
た
二
艦
は
、
更
に
新
政
府
艦

隊
が
数
日
前
に
宮
古
湾
鍬
ヶ
崎
に
入
港
し
た
情
報
を
得
た
。

　

こ
の
情
報
を
得
た
二
艦
は
翌
早
朝
に
作
戦
決
行
を
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
二
五
日

午
前
三
時
、
回
天
は
ア
メ
リ
カ
国
旗
、
第
二
回
天
は
ロ
シ
ア
国
旗
を
掲
げ
、
大
沢
湊

か
ら
出
撃
し
た）

112
（

。

　

二
艦
は
宮
古
湾
に
向
け
て
北
上
を
開
始
す
る
も
、
第
二
回
天
は
石
炭
不
足
で
速
力

が
上
が
ら
な
い
た
め
、
回
天
一
隻
で
決
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
政
府
艦
隊
は
一

八
日
か
ら
鍬
ヶ
崎
港
に
入
港
し
て
い
た
が
、
風
浪
を
避
け
る
た
め
二
五
日
ま
で
出
向

を
遅
ら
せ
て
い
た
。
回
天
は
星
条
旗
を
掲
げ
、
港
の
奥
へ
進
ん
で
い
っ
た
。
甲
鉄
と

約
百
メ
ー
ト
ル
近
づ
い
た
と
こ
ろ
で
星
条
旗
を
日
章
旗
に
替
え
、
面
舵
を
切
っ
た
が
、

回
天
に
は
面
舵
が
利
き
に
く
い
と
い
う
癖
が
あ
り
、
失
敗
し
た
が
、
す
ぐ
に
立
て
な

お
し
、
甲
板
が
最
も
高
い
前
方
の
一
部
の
み
が
甲
鉄
と
接
触
し
た
た
め
、
移
乗
兵
は

三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
を
飛
び
下
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
回
天
甲
板
上
に

は
死
傷
者
が
続
出
し
た
。
こ
れ
は
甲
鉄
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
た
ガ
ト
リ
ン
グ
ガ
ン

に
よ
る
攻
撃
と
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
に
三
台
し
か
な
い
こ
の
銃
を
海
風
に
晒
し
て

使
用
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
四
方
八
方
か
ら
砲
撃
を
受
け
た
と
考
え
る
方
が
妥
当

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
新
選
組
大
砲
下
役
立
川
主
税
が
「
其
外
ニ
敵
艦
七
叟
有
り
、
他

艦
ヨ
リ
弾
丸
雨
ヲ
飛
ス
、
遂
ニ
奪
事
能
ス
シ
テ
退
ク）

113
（

」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
戦
い
の
中
で
、
西
軍
の
戊
辰
艦
に
多
大
な
被
害
が

あ
り
、
怪
我
人
と
死
人
併
せ
て
約
三
〇
〇
人
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
る）

114
（

。

　

作
戦
開
始
か
ら
三
十
分
後
、
作
戦
失
敗
を
知
る
と
共
に
、
回
天
艦
長
甲
賀
源
吾
の

戦
死
を
知
り
、
宮
古
湾
の
入
り
口
で
第
二
回
天
と
出
会
い
、
共
に
北
上
し
た
が
、
第

二
回
天
の
速
力
が
上
が
ら
ず
、
西
軍
に
追
い
つ
か
れ
た
た
め
、
陸
に
逃
れ
た
兵
は
艦

を
自
爆
し
、
投
降
し
た
。
回
天
は

浦
沖
か
ら
南
進
し
て
き
た
蟠
龍
と
共
に
北
上
を

続
け
、
二
六
日
、
箱
館
に
到
着
し
た
。
新
政
府
艦
隊
も
青
森
ま
で
迫
っ
た
。

　

三
月
二
四
日
、
伊
東
の
日
記
に
は
、「
箱
館
よ
り
敵
の
軍
艦
回
天
丸
、
そ
の
外
二

艘
合
せ
て
三
艘
八
戸
へ
入
津
の
由
。
未
だ
双
方
放
発
に
な
ら
ぬ
に
、
と
り
あ
え
ず
八

戸
様
よ
り
惣
督
清
水
谷
様
へ
注
進
の
早
打
な
る
由）

115
（

」
と
見
ら
れ
、
回
天
、
蟠
龍
、
第

二
回
天
の
三
隻
の
軍
艦
は
ス
ト
ー
ン
ヲ
ー
ル
号
が
宮
古
湾
に
停
泊
し
て
い
る
情
報
を

得
た
た
め
、
八
戸
の

港
付
近
に
投
錨
し
た
。
こ
う
し
て
東
軍
が
ス
ト
ー
ン
ヲ
ー
ル

を
奪
取
す
る
作
戦
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

三
月
二
五
日
、
島
田
の
日
記
に
は
、「
直
ニ
鉄
艦
ノ
中
央
ヲ
衝
キ
、
日
ノ
丸
ノ
旗

ヲ
翻
シ
、
巨
炮
ヲ
放
。
其
勢
ヒ
恰
モ
雷
激
ノ
如
ク
鉄
艦
将
ニ
傾
キ
、
覆
没
セ
ン
ト
欲

ス
。
我
数
人
自
刃
ヲ
抜
テ
身
ヲ
躍
テ
其
艦
ニ
入
リ
、
烈
戦
殆
ト
奪
ト
欲
シ
、
然
レ
共

鉄
艦
亦
其
備
有
リ
、
且
他
艦
ヨ
リ
巨
炮
ヲ
放
ツ
。
雷
ノ
如
ク
細
丸
雨
飛
ニ
似
リ）

116
（

」
と

い
う
よ
う
な
戦
い
で
あ
っ
た
。

　

三
月
二
六
日
、
宮
古
湾
海
戦
で
回
天
を
撃
退
し
た
西
軍
艦
隊
は
青
森
港
に
入
り
、

回
天
の
砲
弾
数
発
を
喫
水
線
付
近
な
ど
に
受
け
た
徳
島
藩
籍
の
戊
辰
は
、
沈
没
は
免

れ
た
が
修
理
の
必
要
が
あ
り
、
負
傷
者
と
共
に
東
京
に
戻
っ
た
。

　

す
で
に
陸
軍
を
青
森
に
集
結
さ
せ
て
い
た
西
軍
は
、
海
軍
の
到
着
を
機
に
蝦
夷
地
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上
陸
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
輸
送
船
の
飛
龍
丸
、
豊
安
丸
の
他
に
、
翔
鶴
丸
、

乙
女
丸
も
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
の
渡
海
作
戦
で
あ
る
。
こ
う
し
て
西
軍
に
は
朝
廷
の
甲

鉄
、
薩
摩
藩
の
春
日
、
長
州
藩
の
丁
卯
、
朝
廷
の
陽
春
、
同
飛
龍
、
筑
後
藩
の
晨
風

丸
、
広
島
藩
の
豊
安
の
七
隻
が
終
結
し
た
。

　

三
月
二
七
日
、
伊
東
の
日
記
に
は
「
敵
の
第
一
緊
要
の
船
は
回
天
丸
の
由
な
り
。

こ
れ
は
旧
幕
府
に
て
異
国
よ
り
六
十
万
両
で
買
入
れ
の
船
の
由
。
こ
の
度
天
朝
よ
り

お
差
し
の
船
の
内
、
第
一
は
甲
鉄
丸
に
て
、
こ
れ
は
鉄
造
り
の
船
に
て
敵
の
軍
艦
へ

突
込
む
船
の
由
な
り
。
此
方
に
も
内
外
の
混
雑
申
す
ば
か
り
な
き
処
よ
り
、
軍
艦
の

見
物
に
参
る
事
も
出
来
ず）

117
（

」
と
見
ら
れ
、
両
軍
の
軍
艦
の
一
番
が
何
か
を
改
め
て
確

認
し
て
い
る
。

　

四
月
二
日
、
桑
名
藩
士
で
新
選
組
差
図
下
役
の
石
井
勇
次
郎
は
「
今
函
館
ノ
我

軍
、
海
軍
ハ
已
ニ
敗
レ
陸
軍
ハ
限
リ
有
ル
ノ
兵
ヲ
以
、
限
リ
無
キ
ノ
兵
ニ
敵
ス）
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」
と

記
し
、
現
段
階
で
は
海
軍
よ
り
陸
軍
が
戦
力
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

当
初
、
四
月
六
日
に
渡
海
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
風
浪
の
た
め
見
合
せ
と
な
り
、

八
日
午
前
十
時
半
に
出
港
、
翌
早
朝
か
ら
江
差
の
北
方
一
〇
キ
ロ
に
あ
る
乙
部
へ
の

上
陸
作
戦
が
決
行
さ
れ
た
。
江
差
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
東
軍
は
乙
部
へ
駆
け
つ
け

た
も
の
の
、
本
格
的
な
迎
撃
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
西
軍
は
大
き
な
抵
抗
も
受

け
る
こ
と
な
く
、
上
陸
を
続
行
し
た
。

　

正
午
ま
で
に
上
陸
を
終
え
た
西
軍
は
、
江
差
に
向
け
進
軍
を
開
始
す
る
。
江
差
に

は
甲
鉄
、
春
日
の
艦
砲
射
撃
を
加
え
て
お
り
、
江
差
奉
行
の
松
岡
四
郎
次
郎
は
、
砲

台
等
の
防
御
施
設
が
調
わ
な
い
状
況
で
の
抗
戦
の
不
可
を
悟
り
、
松
前
方
面
へ
の
撤

退
を
決
め
て
い
た
。
西
軍
は
江
差
を
占
領
し
、
松
前
口
、
二
股
口
の
二
道
に
、
当
初

予
定
に
な
か
っ
た
木
古
内
を
加
え
、
三
道
か
ら
箱
館
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

四
月
八
日
、
伊
東
は
「
大
甲
丸
（
引
用
者
注
―
大
江
丸
の
こ
と
）
と
申
す
蒸
気
船

入
津
せ
り
。
こ
れ
は
徳
川
の
船
に
て
脱
艦
の
内
な
る
由
。
然
る
に
箱
館
の
賊
徒
、
イ

ギ
リ
ス
よ
り
金
二
万
両
借
用
い
た
せ
る
処
、
こ
の
度
天
朝
よ
り
御
征
討
の
軍
艦
向
い

し
こ
と
に
つ
き
、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
賊
の
方
へ
催
促
せ
る
が
、
賊
の
方
に
て
返
金
遅
滞

に
な
り
た
り
。
随
っ
て
イ
ギ
リ
ス
人
こ
の
船
へ
大
勢
乗
込
み
、
押
し
て
出
船
し
当
青

森
ま
で
参
れ
る
由）
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」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
東
軍
は
軍
資
金
が
底
を
つ

き
つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

同
日
、
西
軍
は
箱
館
に
滞
在
中
の
外
国
人
領
事
や
商
人
た
ち
に
退
避
を
求
め
、
最

終
戦
に
備
え
た）

120
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。

　

四
月
一
〇
日
、
木
古
内
口
へ
の
進
撃
命
令
を
受
け
た
西
軍
の
弘
前
兵
は
、
そ
の
日

の
内
に
湯
ノ
岱
に
到
着
、
翌
日
に
は
笹
小
屋
に
到
達
し
て
い
る
。
更
に
前
進
し
た
弘

前
兵
は
、
一
二
日
、
木
古
内
付
近
で
東
軍
と
小
競
り
合
い
を
行
な
っ
た
。
い
っ
た
ん

引
き
あ
げ
る
も
、
払
暁
に
前
進
し
て
き
た
東
軍
の
攻
撃
を
受
け
、
笹
小
屋
ま
で
退
却

し
た
。

　

木
古
内
口
は
、
松
前
口
の
上
ノ
国
か
ら
木
古
内
に
抜
け
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
西
軍

の
乙
部
上
陸
を
受
け
て
、
松
前
口
の
守
衛
に
は
陸
軍
奉
行
の
大
鳥
圭
介
が
赴
く
こ
と

と
な
り
、
一
二
日
夕
刻
、
両
ル
ー
ト
が
合
流
す
る
木
古
内
に
到
着
し
た
。

　

笹
小
屋
で
後
続
の
大
野
兵
、
松
前
兵
、
福
山
兵
が
合
流
し
た
西
軍
は
、
一
三
日
午

前
零
時
、
木
古
内
に
向
け
て
進
軍
を
開
始
し
、
三
時
半
頃
か
ら
激
戦
と
な
っ
た
。
大

鳥
指
揮
す
る
東
軍
は
予
め
構
築
し
て
あ
っ
た
台
場
か
ら
攻
撃
を
加
え
、
更
に
一
隊
を

迂
回
さ
せ
た
。
挟
撃
を
受
け
た
西
軍
は
持
ち
こ
た
え
ら
れ
ず
、
午
前
七
時
頃
、
笹
小

屋
に
撤
退
し
た
。

　

い
っ
た
ん
湯
ノ
岱
に
引
き
あ
げ
た
西
軍
は
兵
を
増
強
し
、
二
〇
日
、
再
び
笹
小
屋
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を
発
信
し
た
。
濃
霧
に
も
助
け
ら
れ
た
西
軍
は
東
軍
へ
の
奇
襲
に
成
功
し
、
不
意
を

突
か
れ
た
東
軍
は
、
反
撃
に
転
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
に
総
崩
れ
と
な
っ
て
泉

沢
方
面
へ
と
敗
走
し
た
。

　

札
苅
ま
で
追
撃
し
た
西
軍
に
回
天
、
蟠
龍
が
砲
撃
を
加
え
て
敗
走
さ
せ
た
。
だ
が
、

西
軍
に
よ
る
木
古
内
占
領
は
、
一
七
日
の
松
前
戦
に
敗
れ
て
知
内
に
待
機
し
て
い
た

東
軍
の
孤
立
を
意
味
し
て
い
た
。
退
路
を
断
た
れ
た
東
軍
を
救
出
す
る
た
め
、
い
っ

た
ん
五
稜
郭
に
戻
っ
た
大
鳥
軍
は
再
出
撃
し
た
。

　

こ
の
形
式
は
、
西
軍
に
必
ず
し
も
有
利
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
退
路
を
断
た
れ
た

東
軍
が
背
水
の
陣
で
の
ぞ
み
、
木
古
内
に
向
け
て
進
撃
し
、
泉
澤
に
退
却
し
た
東
軍

が
攻
勢
に
転
じ
れ
ば
挟
撃
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
木
古
内
の
西
軍
は
す

ぐ
に
笹
小
屋
に
撤
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
午
後
五
時
頃
、
回
天
、
蟠
龍
は
、

木
古
内
沖
に
出
撃
し
て
き
た
春
日
と
交
戦
し
、
箱
館
に
撤
退
し
た
。
翌
二
一
日
、
東

軍
は
西
軍
が
撤
退
し
た
木
古
内
を
奪
還
し
、
松
前
口
の
部
隊
と
合
流
し
た
が
、
敵
艦

出
現
の
前
に
木
古
内
で
の
防
衛
を
断
念
、
矢
不
来
周
辺
で
の
決
戦
を
期
し
て
退
却
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
日
、
西
軍
は
再
び
木
古
内
に
入
っ
た
。

　

江
差
と
箱
館
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
二
股
口
の
守
将
と
し
て
、
陸
軍
奉
行
並
土
方
歳

三
が
五
稜
郭
を
出
発
し
た
の
は
、
四
月
一
〇
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
二
股
口
に
は
一
六

と
も
ニ
二
と
も
い
う
胸
壁
で
構
成
さ
れ
た
台
場
が
築
か
れ
、
更
に
進
ん
だ
天
狗
岳
に

は
偵
察
用
の
陣
地
が
設
置
さ
れ
た
。

　

一
三
日
午
後
二
時
頃
、
稲
倉
石
を
出
発
し
た
西
軍
は
、
二
股
口
を
守
備
す
る
東
軍

に
攻
撃
を
開
始
し
た
。
天
狗
岳
の
東
軍
を
短
時
間
で
敗
走
さ
せ
た
西
軍
は
、
勢
い
に

乗
っ
て
台
場
に
押
し
寄
せ
る
が
、
激
し
い
銃
撃
に
あ
っ
た
。
雨
天
の
中
、
銃
撃
戦
は

夜
を
徹
し
て
続
行
さ
れ
、
東
軍
の
使
用
し
た
弾
丸
は
三
万
五
千
発
に
も
の
ぼ
る
。

　

翌
朝
六
時
、
弾
薬
が
欠
乏
し
た
西
軍
は
、
台
場
を
突
破
で
き
ず
撤
退
し
、
一
旦
戦

闘
は
終
了
し
た
。
二
股
口
を
突
破
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し
た
西
軍
は
、
急
遽
、

蛾
虫
か
ら
落
部
に
抜
け
る
安
野
呂
口
を
進
軍
に
加
え
、
一
五
日
か
ら
行
軍
し
た
。

　

兵
力
を
増
強
し
た
西
軍
が
二
股
口
の
台
場
に
迫
っ
た
の
は
、
二
三
日
午
後
四
時
頃

だ
っ
た
。
再
び
激
し
い
銃
撃
戦
と
な
り
、
東
軍
は
連
射
に
よ
っ
て
熱
を
帯
び
た
銃
身

を
、
沢
か
ら
汲
み
だ
し
た
桶
の
水
で
冷
や
し
な
が
ら
射
撃
を
続
け
た
。
二
五
日
午
前

三
時
ま
で
続
い
た
激
戦
で
も
台
場
が
陥
落
す
る
こ
と
は
な
く
、
戦
闘
は
再
び
西
軍
の

撤
退
と
な
っ
た
。

　

各
地
の
東
軍
の
拠
点
が
次
々
と
破
ら
れ
る
中
、
不
敗
の
陣
を
誇
っ
た
二
股
口
台
場

だ
っ
た
が
、
二
九
日
に
榎
本
武
揚
か
ら
撤
退
命
令
が
届
い
た
。
松
前
口
の
矢
不
来
台

場
、
更
に
は
有
川
が
破
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
退
路
を
断
た
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
か

ら
だ
っ
た
。
五
月
一
日
、
西
軍
は
東
軍
が
去
っ
た
台
場
を
通
過
し
、
箱
館
平
野
に
進

出
し
た
。

　

松
前
口
の
西
軍
は
、
松
前
城
奪
還
を
し
た
い
松
前
兵
を
先
鋒
に
進
軍
し
た
。
四
月

一
一
日
夕
刻
、
東
軍
は
松
前
の
守
備
隊
と
共
に
迎
撃
し
、
西
軍
を
小
砂
子
ま
で
退
却

さ
せ
た
。
東
軍
は
木
古
内
口
を
西
軍
に
突
破
さ
れ
た
場
合
、
退
路
を
遮
断
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
、
一
旦
松
前
に
引
き
上
げ
た
が
、
一
六
日
、
一
部
が
江
良
ま
で
再
進
し
た
。

　

一
七
日
朝
、
更
に
本
体
が
清
部
ま
で
前
進
し
た
が
、
西
軍
の
春
日
に
艦
砲
射
撃
を

浴
び
せ
ら
れ
な
す
す
べ
も
な
く
敗
退
し
た）
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。
西
軍
は
軍
艦
が
従
事
し
、
陸
軍
の
上
陸

作
戦
の
援
助
を
し
た
。
更
に
、
東
軍
が
守
備
を
固
め
る
松
前
沖
に
甲
鉄
・
陽
春
・
丁

卯
・
朝
陽
の
全
軍
艦
が
出
動
し
、
松
前
城
下
西
方
の
折
戸
や
付
近
の
台
場
に
艦
砲
射

撃
を
加
え
、
松
前
総
攻
撃
が
始
ま
っ
た
。
海
軍
の
援
護
を
受
け
た
新
政
府
陸
軍
は
前

進
し
、
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
午
後
六
時
頃
に
は
松
前
城
は
陥
落
し
、
敗
走
し
た
東
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軍
は
翌
日
、
福
島
に
到
着
し
た
。
し
か
し
、
回
天
や
蟠
龍
の
射
撃
援
護
に
よ
り
、「
官

軍
忽
敗
ス）

122
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」
と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
戊
辰
戦
争
は
い
か
に
も
西
軍
が
圧
勝
し
た
か
の

よ
う
な
評
価
だ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
て
東
軍
も
押
し
返
し
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

四
月
二
一
日
、
木
古
内
を
撤
退
し
た
東
軍
は
、
矢
不
来
を
中
心
に
茂
辺
地
か
ら
富

川
に
か
け
て
構
築
さ
れ
た
台
場
に
布
陣
し
た
。
二
九
日
午
前
五
時
頃
、
海
上
の
朝
陽
、

陽
春
は
茂
辺
地
の
台
場
に
、
甲
鉄
、
春
日
、
丁
卯
は
矢
不
来
に
艦
砲
射
撃
を
開
始
し

た
。
西
軍
陸
軍
に
よ
る
攻
撃
が
始
ま
っ
た
時
に
は
、
東
軍
は
組
織
だ
っ
た
迎
撃
を
で

き
る
状
態
に
は
な
く
、
十
時
半
頃
ま
で
に
、
富
川
ま
で
も
西
軍
に
制
圧
さ
れ
た
。

　

矢
不
来
方
面
の
危
機
が
五
稜
郭
に
伝
わ
る
と
、
総
裁
榎
本
ら
が
出
陣
し
、
有
川
に

逃
れ
た
東
軍
を
𠮟
咤
督
励
し
た
が
、
敗
走
は
続
い
た
。
つ
い
に
は
七
重
浜
に
ま
で
防

衛
線
を
後
退
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

　

五
月
一
日
に
は
七
重
浜
か
ら
も
東
軍
の
姿
は
消
え
て
お
り
、
西
軍
は
更
に
前
進
す

る
こ
と
に
な
る
。
七
重
浜
に
入
っ
た
西
軍
に
対
し
、
そ
の
夜
か
ら
東
軍
の
夜
襲
が
繰

り
返
さ
れ
た
が
、
戦
況
を
覆
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
二
股
口
に
出
張
し

て
い
た
フ
ォ
ル
タ
ン
が
箱
館
に
戻
っ
た
五
月
一
日
、
ブ
リ
ュ
ネ
を
は
じ
め
と
す
る
フ

ラ
ン
ス
人
た
ち
は
箱
館
港
に
停
泊
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
コ
エ
ト
ロ
ゴ
ン

（C
oetlogon

）
号
に
乗
り
、
箱
館
を
脱
出
し
て
い
る
。
新
政
府
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
関

係
を
憂
慮
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

一
方
、
海
上
で
も
、
四
月
二
九
日
か
ら
五
月
一
日
に
か
け
て
発
生
し
た
事
件
に
よ

り
、
東
軍
の
勢
力
範
囲
が
極
端
に
狭
ま
っ
た
。
二
九
日
夜
、
千
代
田
形
が
弁
天
岬
台

場
沖
で
座
礁
事
故
を
起
こ
し
た
。
船
将
の
森
本
弘
策
は
、
機
関
を
破
壊
し
退
艦
す
る

よ
う
命
じ
た
が
、
千
代
田
形
は
満
潮
時
に
離
礁
、
無
人
の
ま
ま
に
洋
上
を
漂
う
う
ち

に
西
軍
に
拿
捕
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

五
月
七
日
午
前
六
時
、
箱
館
湾
に
侵
入
し
た
甲
鉄
、
春
日
、
朝
陽
は
、
回
天
、
蟠

龍
に
迫
り
、
陽
春
、
丁
卯
は
弁
天
岬
台
場
に
向
か
っ
た
。
蟠
龍
は
機
関
が
故
障
し
て

い
た
た
め
、
動
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
回
天
だ
け
だ
っ
た
。
ま
た
弁
天
岬
台
場
で
は
、

三
日
夜
、
大
砲
に
釘
が
撃
ち
込
ま
れ
る
事
件
が
発
生
し
て
い
た
。

　

四
時
間
に
及
ぶ
海
戦
で
、
甲
鉄
の
攻
撃
が
命
中
し
た
回
天
は
重
要
機
関
部
に
被
弾

し
て
航
行
不
能
と
な
り
、
よ
う
や
く
弁
天
岬
台
場
近
く
の
浅
瀬
に
乗
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
有
様
だ
っ
た
。
碇
泊
し
て
修
理
を
受
け
な
が
ら
も
砲
撃
を
続
け
て
い
た
蟠

龍
は
、
よ
う
や
く
運
転
可
能
と
な
っ
た
が
、
主
力
艦
回
天
が
運
行
不
能
と
な
っ
た
こ

と
は
東
軍
に
と
っ
て
は
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
西
軍
は
、
日
本
に
お
け

る
制
海
権
を
完
全
に
握
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

五
月
一
一
日
、
西
軍
に
よ
る
箱
館
総
攻
撃
が
開
始
さ
れ
た
。
東
軍
は
、
五
稜
郭
か

ら
箱
館
に
か
け
て
の
範
囲
に
勢
力
を
縮
小
し
て
い
た
。
甲
鉄
、
春
日
が
弁
天
岬
台
場

に
向
か
い
、
朝
陽
、
丁
卯
が
七
重
浜
か
ら
、
陽
春
が
大
森
浜
沖
か
ら
陸
軍
援
護
の
艦

砲
射
撃
を
開
始
し
、
陸
軍
は
大
川
と
七
重
浜
か
ら
五
稜
郭
を
目
指
し
た
。
東
軍
も
大

鳥
が
出
陣
し
た
が
、
五
稜
郭
北
方
の
四
稜
郭
、
権
現
台
場
が
陥
落
し
た
。

　

西
軍
は
、
五
稜
郭
を
目
標
と
す
る
正
面
攻
撃
の
他
に
、
奇
襲
攻
撃
の
他
に
、
奇
襲

攻
撃
を
用
意
し
て
い
た
。
飛
龍
、
豊
安
に
乗
船
し
た
陸
兵
を
箱
館
山
方
面
へ
上
陸
さ

せ
る
作
戦
だ
っ
た
。
箱
館
は
五
稜
郭
方
面
を
除
き
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

東
軍
は
戦
闘
初
期
か
ら
地
上
戦
を
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
。
箱
館
市
街
は
一
気
に
西

軍
に
制
圧
さ
れ
、
東
軍
諸
隊
は
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

一
方
、
箱
館
湾
で
は
激
し
い
海
戦
と
な
っ
た
。
す
で
に
航
行
で
き
な
い
回
天
は

「
浮
砲
台
」
と
し
て
弁
天
岬
台
場
と
共
に
砲
撃
を
繰
り
返
し
た
。
唯
一
航
行
可
能
な
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蟠
龍
は
七
重
浜
沖
で
敵
艦
と
交
戦
、
七
時
半
頃
に
朝
陽
の
火
薬
庫
に
一
弾
を
命
中
さ

せ
、
こ
れ
を
撃
沈
し
た
。
こ
の
快
挙
を
き
っ
か
け
と
し
て
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
東
軍

は
反
撃
に
転
じ
た
も
の
の
、
や
が
て
は
西
軍
の
攻
撃
に
押
し
戻
さ
れ
た
。

　

一
本
木
で
指
揮
を
執
っ
て
い
た
土
方
は
、
箱
館
方
面
の
奇
襲
部
隊
と
七
重
浜
沖
の

正
面
攻
撃
部
隊
と
い
う
両
方
向
の
防
戦
を
指
揮
し
て
い
た
が
、
被
弾
し
戦
死
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
西
軍
の
総
攻
撃
の
中
、
蟠
龍
は
西
軍
の
朝
陽
丸
を
沈
め
た
が
、
ほ
か

の
艦
の
攻
撃
を
受
け
た
た
め
、
引
き
返
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た）

123
（

。

　

一
二
日
、
西
軍
は
、
五
稜
郭
な
ど
東
軍
陣
地
に
艦
砲
射
撃
を
浴
び
せ
、
そ
の
一
方
、

終
戦
調
停
を
開
始
し
た
。

　

一
五
日
、
箱
館
奉
行
永
井
尚
志
が
再
三
の
申
し
入
れ
に
降
伏
を
決
定
し
た
。
箱
館

奉
行
並
中
島
三
郎
助
が
守
っ
て
い
た
千
代
ヶ
岡
台
場
は
、
西
軍
か
ら
の
降
伏
勧
告
、

更
に
は
五
稜
郭
か
ら
の
退
去
勧
告
を
拒
絶
し
、
一
六
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
攻
撃
で
全

員
戦
死
し
た
。

　

弁
天
岬
台
場
、
千
代
ヶ
岡
台
場
を
失
っ
た
五
稜
郭
は
つ
い
に
降
伏
を
決
し
、
一
七

日
、
総
裁
榎
本
、
副
総
裁
松
平
太
郎
は
、
西
軍
参
謀
黒
田
了
介
、
海
軍
参
謀
で
佐
賀

藩
士
増
田
虎
之
助
と
、
亀
田
三
軒
屋
で
終
戦
調
停
の
会
見
を
行
な
っ
た
。

　

一
八
日
、
五
稜
郭
は
開
城
、
箱
館
戦
争
、
ひ
い
て
は
戊
辰
戦
争
が
終
結
し
た
。
二

四
日
に
西
軍
の
大
坂
艦
が
青
森
ま
で
来
た
の
で
、
島
田
ら
は
そ
れ
に
乗
り
、
六
月
二

〇
日
に
兵
部
省
達
し
に
よ
り
、
名
古
屋
藩
お
預
け
と
な
っ
た）
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。

む
す
び
に

　

榎
本
は
堀
に
従
っ
て
蝦
夷
地
に
赴
い
た
こ
と
で
、
北
方
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
体
験
が
、
江
川
塾
で
砲
術
や
英
語
を
学
ぶ
き
っ
か
け
と
な
り
、
更
に
は

長
崎
海
軍
伝
習
所
で
海
軍
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
留
学
で
、
実
際
に
実
地
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
感
覚
が
磨

か
れ
、
帰
国
後
の
蝦
夷
地
政
権
樹
立
に
つ
な
が
る
。

　

蝦
夷
地
で
政
権
を
担
っ
た
榎
本
だ
っ
た
が
、
弾
薬
等
の
補
充
、
軍
艦
の
修
復
場
が

な
い
状
況
で
戦
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
考
え
る
と
早
期
決
戦
で
西
軍
を

追
い
込
ま
な
い
限
り
、
勝
機
は
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
榎
本
軍
は
天

候
な
ど
不
運
な
面
が
あ
っ
た
が
、
軍
艦
を
失
っ
た
こ
と
で
短
期
決
戦
の
構
想
も
薄
れ

て
い
っ
た
。
よ
っ
て
、
外
交
手
段
で
乗
り
切
ら
な
い
限
り
、
政
権
の
維
持
は
難
し

か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

榎
本
の
「
北
門
の
警
備
」
構
想
の
延
長
戦
が
明
治
期
の
樺
太
・
千
島
交
換
条
約

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
明
治
に
小
樽
に
商
会
を
樹
立
す
る
な
ど
、
開
拓
に
必
要

な
人
材
の
教
育
と
対
ロ
シ
ア
の
鞘
と
な
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
榎
本
の
生
涯
は
常
に
「
北
門
」
に
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註（
1
）
一
戸
隆
次
郎
『
榎
本
武
揚
子
』　

嵩
山
堂　

一
九
〇
九
年
。

（
2
）
加
茂
儀
一
『
榎
本
武
揚
』　

中
公
文
庫　

一
九
六
〇
年
。

（
3
）
井
黒
弥
太
郎
『
榎
本
武
揚
伝
』　

ゆ
ま
に
書
房　

一
九
六
八
年
、
同
『
榎
本
武
揚
』　

新
人
物
往
来
社　

一
九
七
五
年
。

（
4
）
榎
本
隆
充
・
高
成
田
亨
編
『
近
代
日
本
の
万
能
人
・
榎
本
武
揚
：
1
8
3
6
―

1
9
0
8
』　

藤
原
書
店　

二
〇
〇
八
年
。

（
5
）
加
茂
、『
榎
本
武
揚
』、
二
五
頁
。

（
6
）
加
茂
、『
榎
本
武
揚
』、
二
六
頁
。
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（
7
）
加
茂
、『
榎
本
武
揚
』、
二
七
頁
。

（
8
）
田
中
惣
五
郎
『
幕
末
海
軍
の
創
始
者
勝
海
舟
・
榎
本
武
揚
伝
』　

日
本
海
軍
図
書　

一
九
四
四
年　

一
六
六
―
一
六
七
頁
。

（
9
）
前
掲
、『
幕
末
海
軍
の
創
始
者
勝
海
舟
・
榎
本
武
揚
伝
』、
一
六
九
―
一
七
一
頁
。

（
10
）
加
茂
、『
榎
本
武
揚
』、
三
二
頁
。

（
11
）
加
茂
、『
榎
本
武
揚
』、
三
二
頁
。

（
12
）
加
茂
、『
榎
本
武
揚
』、
三
三
頁
。

（
13
）
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
、
水
田
信
利
訳
『
長
崎
伝
習
所
の
日
々
』
東
洋
文
庫
二
六　

平
凡
社　

一
九
六
四
年　

八
五
頁
。

（
14
）
前
掲
、『
長
崎
伝
習
所
の
日
々
』、
八
五
頁
。

（
15
）「
開
陽
丸
建
造

留
学
生
派
遣
関
係
公
信
」（
日
蘭
学
会
編
、大
久
保
利
謙
編
著
『
幕

末
和
蘭
留
学
関
係
史
料
集
成
』　

雄
松
堂
書
店　

一
九
八
二
年
）、
七
頁
。

（
16
）
加
茂
、『
榎
本
武
揚
』、
四
二
―
四
三
頁
。

（
17
）
宮
永
孝
『
幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
』　

東
選
選
書
73　

東
京
書
籍　

一
九
八
二
年　

二
一
頁
。

（
18
）
加
茂
、『
榎
本
武
揚
』、
四
四
頁
。

（
19
）
加
茂
、『
榎
本
武
揚
』、
四
五
―
四
六
頁
。

（
20
）
ボ
ー
ド
ウ
ァ
ン
、
フ
ォ
ス
美
弥
子
訳
『
和
蘭
領
事
の
幕
末
維
新　

長
崎
か
ら
の
手

紙
』　

新
人
物
往
来
社　

一
九
八
七
年　

八
七
頁
。

（
21
）
前
掲
、『
和
蘭
領
事
の
幕
末
維
新　

長
崎
か
ら
の
手
紙
』、
八
八
頁
。

（
22
）
榎
本

次
郎
「
渡
蘭
日
記
」（
日
蘭
学
会
編
、
大
久
保
利
謙
編
著
『
幕
末
和
蘭
留

学
関
係
史
料
集
成
』　

雄
松
堂
書
店　

一
九
八
二
年
）、
一
六
九
頁
。

（
23
）
前
掲
、「
渡
蘭
日
記
」、
一
六
九
頁
。

（
24
）
前
掲
、「
渡
蘭
日
記
」、
一
七
三
頁
。

（
25
）
前
掲
、「
渡
蘭
日
記
」、
一
七
六
頁
。

（
26
）
前
掲
、「
渡
蘭
日
記
」、
一
七
七
頁
。

（
27
）
前
掲
、「
渡
蘭
日
記
」、
一
七
八
頁
。

（
28
）
前
掲
、「
渡
蘭
日
記
」、
一
七
九
頁
。

（
29
）
前
掲
、「
渡
蘭
日
記
」、
一
八
一
―
一
八
二
頁
。

（
30
）
前
掲
、「
渡
蘭
日
記
」、
二
〇
四
頁
。

（
31
）
前
掲
、「
渡
蘭
日
記
」、
二
〇
五
―
二
〇
六
頁
。

（
32
）
加
茂
、『
榎
本
武
揚
』、
五
四
頁
。

（
33
）
前
掲
、『
幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
』、
七
五
頁
。

（
34
）
加
茂
、『
榎
本
武
揚
』、
五
六
頁
。

（
35
）
前
掲
、『
幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
』、
七
六
頁
。

（
36
）
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
の
万
国
公
法
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
健
晴
『
近

代
日
本
の
政
治
構
造
と
オ
ラ
ン
ダ
』　

東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
一
〇
年
に
詳
し
い
。

（
37
）
佛
國
海
軍
卿
へ
軍
艦
製
造
ヲ
嘱
セ
シ
使
節
ノ
書
翰
（『
幕
末
維
新
外
交
史
料
集
成　

第
六
巻
』）、
一
一
九
頁
。

（
38
）
軍
艦
製
造
注
文
ノ
記
（『
幕
末
維
新
外
交
史
料
集
成　

第
六
巻
』）、
一
一
九
―
一

二
〇
頁
。

（
39
）
杉
浦
譲
『
奉
使
日
記
』（『
杉
浦
譲
全
集
』
第
一
巻　

杉
浦
譲
全
集
刊
行
会　

一
九

七
八
年
）、
一
六
〇
頁
。

（
40
）
前
掲
、『
奉
使
日
記
』、
一
六
〇
頁
。

（
41
）
こ
こ
で
い
う
帰
国
と
は
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
帰
国
の
事
。

（
42
）
前
掲
、『
奉
使
日
記
』、
一
六
一
頁
。

（
43
）
岩
松
太
郎
『
航
海
日
記
』（『
井
原
市
史
』　

井
原
市
史
教
育
委
員
会　

一
九
六
四

年
）、
三
〇
七
頁
。

（
44
）
ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
の
事
だ
ろ
う
。

（
45
）
佛
國
海
軍
卿
ヨ
リ
同
國
「
ツ
ー
ロ
ン
」
ノ
奉
行
ニ
寄
シ
書
翰
（『
幕
末
維
新
外
交

史
料
集
成　

第
六
巻
』）、
一
二
〇
頁
。

（
46
）
事
務
大
臣
ニ
軍
艦
製
造
ノ
周
旋
及
国
帝
ノ
懇
篤
ヲ
謝
ス
ル
使
節
ノ
書
翰
（『
幕
末
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維
新
外
交
史
料
集
成　

第
六
巻
』）、
一
二
〇
頁
。

（
47
）
保
谷
徹
『
戦
争
の
日
本
史
18　

戊
辰
戦
争
』　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
七
年　

七

七
、
一
〇
四
頁
。

（
48
）
小
野
正
雄
監
修
『
杉
浦
梅
譚　

箱
館
奉
行
日
記
』　

杉
浦
梅
譚
日
記
刊
行
会　

一

九
九
一
年　

四
六
一
頁
。

（
49
）「
勝
海
舟
日
記
」（
勝
部
真
長
・
松
本
三
之
助
・
大
口
勇
次
郎
編
『
勝
海
舟
全
集
』

一
九　

勁
草
書
房　

一
九
七
三
年
）、
三
一
頁
。

（
50
）
佐
々
木
克
・
藤
井
讓
治
・
三
澤
純
・
谷
川
穣
編
『
岩
倉
具
視
関
係
史
料
』
下　

二

〇
一
二
年　

三
頁
。

（
51
）
前
掲
、『
岩
倉
具
視
関
係
史
料
』
下
、
三
頁
。

（
52
）
伊
集
院
兼
寛
「
東
征
日
記
」（
尚
友
俱
楽
部
・
山
崎
有
恒
編
『
伊
集
院
兼
寛
関
係

文
書
』　

芙
蓉
書
房
出
版　

一
九
九
六
年
）、
六
〇
頁
。

（
53
）
前
掲
、「
勝
海
舟
日
記
」、
三
七
頁
。

（
54
）
榎
本
隆
充
編
『
榎
本
武
揚
未
公
開
書
簡
集
』　

新
人
物
往
来
社　

二
〇
〇
三
年　

二
四
頁
。

（
55
）
前
掲
、「
東
征
日
記
」、
六
六
頁
。

（
56
）
佐
々
木
克
・
藤
井
讓
治
・
三
澤
純
・
谷
川
穣
編
『
岩
倉
具
視
関
係
史
料
』
上　

思

文
閣
出
版　

二
〇
一
二
年　

二
〇
三
頁
。

（
57
）
前
掲
、『
岩
倉
具
視
関
係
史
料
』
上
、
二
〇
三
頁
。

（
58
）
前
掲
、『
岩
倉
具
視
関
係
史
料
』
上
、
二
〇
四
頁
。

（
59
）
前
掲
、『
岩
倉
具
視
関
係
史
料
』
上
、
二
〇
五
頁
。

（
60
）
前
掲
、『
岩
倉
具
視
関
係
史
料
』
上
、
二
〇
五
頁
。

（
61
）
前
掲
、『
岩
倉
具
視
関
係
史
料
』
上
、
二
〇
五
頁
。

（
62
）
前
掲
、『
岩
倉
具
視
関
係
史
料
』
上
、
二
〇
六
頁
。

（
63
）
前
掲
、『
岩
倉
具
視
関
係
史
料
』
上
、
二
〇
六
頁
。

（
64
）
大
山
柏
『
戊
辰
役
戦
史
』　

時
事
通
信
社　

一
九
八
八
年
補
訂
版　

五
八
五
頁
。

（
65
）
北
郷
久
信
、本
田
彌
右
衛
門
、橋
口
源
右
衛
門
「
軍
艦
乾
行
丸
」（
大
塚
武
松
編
『
薩

摩
出
軍
戦
状
』
第
一
巻　

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
三
三
年
）、
三
四
二
頁
。

（
66
）
前
掲
、『
戊
辰
役
戦
史
』、
六
五
〇
―
六
五
二
頁
。

（
67
）
前
掲
、『
戊
辰
役
戦
史
』、
六
五
〇
―
六
五
二
頁
。

（
68
）
稲
川
明
雄
「
寺
泊
海
戦
―
越
後
に
お
け
る
唯
一
の
海
戦
」（『
戊
辰
戦
争
全
史
』
上　

新
人
物
往
来
社　

一
九
九
八
年
）、
二
〇
五
―
二
〇
六
頁
。

（
69
）
前
掲
、「
寺
泊
海
戦
―
越
後
に
お
け
る
唯
一
の
海
戦
」、
二
〇
五
―
二
〇
六
頁
。

（
70
）
前
掲
、「
軍
艦
乾
行
丸
」、
三
四
五
頁
。

（
71
）
前
掲
、『
戊
辰
役
戦
史
』、
六
五
〇
―
六
五
二
頁
。

（
72
）
前
掲
、「
寺
泊
海
戦
―
越
後
に
お
け
る
唯
一
の
海
戦
」、
二
〇
五
―
二
〇
六
頁
。

（
73
）
前
掲
、『
戊
辰
役
戦
史
』、
六
五
〇
―
六
五
二
頁
。

（
74
）
前
掲
、「
軍
艦
乾
行
丸
」、
三
四
五
頁
。

（
75
）
前
掲
、「
寺
泊
海
戦
―
越
後
に
お
け
る
唯
一
の
海
戦
」、
二
〇
五
―
二
〇
六
頁
。

（
76
）
前
掲
、「
寺
泊
海
戦
―
越
後
に
お
け
る
唯
一
の
海
戦
」、
二
〇
五
―
二
〇
六
頁
。

（
77
）
前
掲
、『
戊
辰
役
戦
史
』、
六
五
〇
―
六
五
二
頁
。

（
78
）
前
掲
、「
軍
艦
乾
行
丸
」、
三
四
六
頁
。

（
79
）
前
掲
、『
戊
辰
役
戦
史
』、
六
五
〇
―
六
五
二
頁
。

（
80
）
前
掲
、『
戊
辰
役
戦
史
』、
八
五
〇
―
八
五
二
頁
。

（
81
）
前
掲
、『
榎
本
武
揚
未
公
開
書
簡
集
』、
二
七
頁
。

（
82
）「
林
董
回
顧
録
」（
由
井
正
臣
校
注
『
後
は
昔
の
記
他
―
林
董
回
顧
録
』
東
洋
文
庫

一
七
四　

平
凡
社　

一
九
七
〇
年
）、
二
三
頁
。

（
83
）
前
掲
、「
林
董
回
顧
録
」、
二
四
頁
。

（
84
）
前
掲
、『
岩
倉
具
視
関
係
史
料
』
下
、
四
二
六
頁
。

（
85
）
前
掲
、「
林
董
回
顧
録
」、
二
五
、
二
七
頁
。

（
86
）
前
掲
、「
林
董
回
顧
録
」、
二
五
、
二
七
頁
。

（
87
）
菊
池
勇
夫
『
五
稜
郭
の
戦
い　

蝦
夷
地
の
終
焉
』　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
五
年　
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一
〇
〇
頁
。

（
88
）
島
田
魁
「
島
田
魁
日
記
」（
菊
池
明
・
伊
東
成
郎
編
『
新
選
組
大
全
』　

株
式
会
社

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ　

二
〇
一
四
年
）、
二
三
頁
。

（
89
）
松
本
良
順
「
噬
臍
録
」（
前
掲
、『
新
選
組
大
全
』）、
九
六
一
頁
。

（
90
）
ブ
ラ
ン
ト
、
原
潔
・
永
岡
敦
訳
『
ド
イ
ツ
公
使
の
見
た
明
治
維
新
』　

新
人
物
往

来
社　

一
九
八
七
年　

一
六
二
頁
。

（
91
）
前
掲
、「
島
田
魁
日
記
」、
二
三
頁
。

（
92
）『
青
森
県
史
』資
料
編
近
世
6
幕
末
・
維
新
期
の
北
奥　

二
〇
一
五
年　

一
六
〇
頁
。

（
93
）
前
掲
、『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
6
、
一
六
一
頁
。

（
94
）
中
島
登
「
中
島
登
覚
書
」（
前
掲
、『
新
選
組
大
全
』）、
六
二
頁
。

（
95
）
北
海
道
編
・
発
行
『
新
北
海
道
史
』
第
三
巻
通
説
二　

一
九
七
一
年　

四
四
頁
。

（
96
）
前
掲
、「
島
田
魁
日
記
」、
二
四
頁
。

（
97
）
前
掲
、『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
6
、
五
四
二
頁
。

（
98
）
前
掲
、『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
6
、
五
四
二
頁
。

（
99
）
前
掲
、『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
6
、
五
四
三
頁
。

（
100
）
前
掲
、『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
6
、
五
四
三
頁
。

（
101
）
前
掲
、『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
6
、
一
六
五
頁
。

（
102
）
前
掲
、「
島
田
魁
日
記
」、
二
五
頁
。

（
103
）
前
掲
、『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
6
、
五
四
四
頁
。

（
104
）
前
掲
、『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
6
、
五
四
五
頁
。

（
105
）
樋
口
雄
彦
『
箱
館
戦
争
と
榎
本
武
揚
』　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
二
年　

一
三
頁
。

（
106
）
前
掲
、『
新
北
海
道
史
』
第
三
巻
通
説
二
、
五
七
頁
。

（
107
）
前
掲
、『
榎
本
武
揚
未
公
開
書
簡
集
』、
二
八
頁
。

（
108
）
前
掲
、『
榎
本
武
揚
未
公
開
書
簡
集
』、
二
八
頁
。

（
109
）
多
田
好
問
『
岩
倉
公
實
記
』
中
巻　

原
書
房　

一
九
六
八
年　

六
九
六
―
七
〇
四

頁
。

（
110
）
中
村
治
子
『「
朧
屋
日
記
」
に
見
た
明
治
維
新　

も
う
一
つ
の
箱
館
戦
争
』　

北
方

新
社　

一
九
九
八
年　

一
六
〇
頁
。

（
111
）
前
掲
、『「
朧
屋
日
記
」
に
見
た
明
治
維
新　

も
う
一
つ
の
箱
館
戦
争
』、一
六
四
頁
。

（
112
）
コ
ラ
ッ
シ
ュ
「
箱
館
戦
争
生
き
残
り
の
記
」（
Ｍ
・
ド
・
モ
ー
ジ
ュ
他
、
市
川
慎
一
・

榊
原
直
文
編
訳
『
フ
ラ
ン
ス
人
の
幕
末
維
新
』　

有
隣
新
書　

一
九
九
六
年
）　

七
二

頁
。

（
113
）
立
川
主
税
「
立
川
主
税
戦
争
日
記
」（
前
掲
、『
新
選
組
大
全
』）、
八
三
頁
。
桑
名

藩
士
で
新
選
組
に
所
属
し
た
石
井
勇
次
郎
も
「
鉄
艦
モ
亦
其
備
ア
リ
、
且
他
艦
ヨ
リ

頻
ニ
発
砲
ス
」（
石
井
勇
次
郎
「
戊
辰
戦
争
見
聞
略
記
」（
前
掲
、『
新
選
組
大
全
』））、

一
八
二
頁
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
114
）
前
掲
、「
中
島
登
覚
書
」、
六
四
頁
。

（
115
）
前
掲
、『「
朧
屋
日
記
」
に
見
た
明
治
維
新　

も
う
一
つ
の
箱
館
戦
争
』、一
六
五
頁
。

（
116
）
前
掲
、「
島
田
魁
日
記
」、
二
六
頁
。

（
117
）
前
掲
、『「
朧
屋
日
記
」
に
見
た
明
治
維
新　

も
う
一
つ
の
箱
館
戦
争
』、一
七
〇
頁
。

（
118
）
前
掲
、「
戊
辰
戦
争
見
聞
略
記
」、
一
八
二
頁
。

（
119
）
前
掲
、『「
朧
屋
日
記
」
に
見
た
明
治
維
新　

も
う
一
つ
の
箱
館
戦
争
』、一
七
三
頁
。

（
120
）
前
掲
、『「
朧
屋
日
記
」
に
見
た
明
治
維
新　

も
う
一
つ
の
箱
館
戦
争
』、一
七
五
頁
。

（
121
）
前
掲
、「
島
田
魁
日
記
」、
二
八
頁
。

（
122
）
前
掲
、「
島
田
魁
日
記
」、
三
〇
頁
。

（
123
）
前
掲
、「
中
島
登
覚
書
」、
六
六
頁
。

（
124
）
前
掲
、「
島
田
魁
日
記
」、
三
四
頁
。

（
つ
か
ご
し
・
と
し
ゆ
き　

法
政
大
学
第
二
中
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
）
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項目
船名 建造年 艦種 トン数

（排水量）
乗組員
（人） 機関馬力 備砲

（門） 備考 主な艦長

開陽 1866 木造スクリュ
ーフリゲート

2590 429 最大1200 34 箱館戦争で座礁・
沈没。

榎本武揚→
沢太郎左衛門→
荒井筬之輔

回天 1855 木造外車コル
ベット

1678 211 400 13 箱館戦争で焼失。 柴誠一→甲賀源吾
→根津勢吉

蟠龍 1856 木造スクリュ
ーヨット

370 94 128
（幕府側の記
録では、60）

4 箱館戦争で焼失。 浜口卓右衛門→
根津勢吉→
松岡磐吉

咸臨 1857 木造スクリュ
ーコルベット

625 85 100 12 新政府軍に拿捕。 小林文次郎
（副長春山弁蔵）

千代田形 1866 木造スクリュ
ー砲艦

138 50 60 3 新政府軍に拿捕。 森木弘策（仁作）
（副長市川慎太郎）

高雄 1867 トップスル・
スクーナー・
スクリュー蒸
気船

350 70
（宮古湾海戦時、
切り込み隊抜く）

74
（日本側文献
では250）

6 1868年、秋田藩が
購入したものを榎
本艦隊が奪うも焼
失。

古川節蔵

神速 1861 木造スクリュ
ー

250 35 45から90 2 箱館戦争で座礁・
沈没。

西川真蔵→
飯田俊平

美賀保
（美香保）

1865 バーク型木造
船

800 614
（品川沖出発時）

箱館戦争で座礁・
沈没。

宮永扇三

第二長崎 1862 鉄製蒸気スク
ーナー・スク
リュー

341 120 箱館戦争で座礁・
沈没。

長鯨丸 1864 鉄製蒸気外車 1462
（日本側の記
録では996）

300 榎本艦隊輸送船。
新政府軍に拿捕。

相浦紀道→
渋沢誠一郎

鳳凰丸
（豊島形）

1854
（1866改
造）

バーク型木造
船

600 榎本艦隊輸送船。
新政府軍に拿捕。

梶尾勇之輔
副長中島三郎助
同佐々倉桐太郎

大江丸 1861 木造蒸気・ス
ク リ ュ ー・
バーク型

160 40 120 1 榎本艦隊輸送船。
戦費調達のためフ
ランス商人ファー
ブルに一万ドルで
売却。

根津勢吉

千秋丸
（回春丸）

1850 バーク型木造
船

263 仙台藩より奪取。
榎本艦隊輸送船。
戦費調達のためフ
ランス商人ファー
ブルに売却。

浜口卓右衛門→
安富才輔

行速丸 1860 木造外輪船 250 250 原名フイセン。慶
応2年購入。明治
3年静岡藩から新
政府へ渡る。明治
4年イギリス人に
売却。

天野新太郎

富士山 1864 木造スクリュ
ースループ

1000 231 360 12 江戸城無血開城後
に朝廷に渡した。

望月大掾→柴誠一

観光 1850 木造外車コル
ベット

400 97 150 15 江戸城無血開城後
に朝廷に渡した。

朝陽 1857 木造スクリュ
ーコルベット

625 108 100 12 江戸城無血開城後
に朝廷に渡した。

翔鶴丸 1857 木製蒸気外車 350 350 4 江戸城無血開城後
に朝廷に渡した。

肥田浜五郎

榎本艦隊リスト（脱走前後）

 なお、戦艦として使用するときには「丸」は付けない。
 上の表は元綱数道『幕末の蒸気船物語』をもとに作成し、勝海舟『海軍歴史』、立川主税「立川主税戦争日記」で補った。
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船名 原名 建造国
建造年 艦種 排水量

（トン）
機関馬力
（IHP） 備砲 備考

甲鉄 ストーンウォール・
ジャックソン
（Stonewall Jackson）

フランス、
1864

木造ラム付装甲艦、
スクリュー

1358 1200 3 1888年廃艦、1867年
幕府購入

春日 キャンスー
（Chiangtzu）

イギリス、
1863

木造、外車通報艦 1015 300（NHP） 14 1894年廃艦、1867年
薩摩藩購入

第一丁卯 ヒンダ
（Hinda）

イギリス、
1867

木造、スクリュー砲
艦

236 60 2 1875年座礁沈没、1867
年長州藩購入

朝陽 エド
（Edo）

オランダ、
1867

木造、スクリューコ
ルヴェット

625 100（NHP） 12 箱館戦争で沈没、1858
年幕府購入

陽春 カガノカミ
（Kaga-no-kami）

アメリカ、
1861

木造、スクリュー武
装商船

530 280 6 1870年売却、1868年
秋田藩購入

延年 カレドニア
（Caledonia）

香港、
1868

木造、スクリュー砲
艦

700 100（NHP） 8 1871年売却、1868年
佐賀藩購入

乾行 ビーグル
（HMS Beagle4代目1）

イギリス、
1854か

木造、バーク型砲艦 522 150（NHP） 9 1889年売却、1864年
薩摩藩購入

大鵬 コロンビア
（Columbia）

アメリカ、
1855

木造、蒸気外車 777 280（NHP） 1862年福岡藩購入

翔鳳丸 ルーチェス
（Luces）

イギリス、
1863

鉄、蒸気内車 461 4 1864年薩摩藩購入

平運丸 スコットランド
（Scotland）

イギリス 鉄、蒸気内車
（ブリッグ型）

750 150（NHP） 1864年薩摩藩購入

摂津丸 コヤホッグ
（Koyahog）

アメリカ、
1854

三檣シップリング
砲艦

920 300（NHP） 8 1869年広島藩に貸与

飛龍丸 プロミース
（Promise）

アメリカ 木造蒸気内車 590 90（NHP） 小倉藩購入

戊辰丸 ヒリピノ
（Filipino）

イギリス、
1866

木製螺旋汽船 450 120 2 1868年徳島藩購入

豊安丸 ジャパン
（Japan）

イギリス 鉄製蒸気外車 473 126（NHP） 広島藩購入

翔鶴丸 ヤンツェー
（Yangtse、揚子）

アメリカ 木製蒸気外車 350 350（NHP） 幕府購入

乙女丸 オーサカ
（Osaka）

アメリカ 木製バルク 386 土佐藩購入

新政府軍艦隊

 １）Beagleは9代まで確認される。進化論を唱えたダーウィン（Charles Robert Darwin）の乗船したBeagleは1820年の建造の
３代目のものである。

 上記表は元綱数道『幕末の蒸気船』　成山堂書店　2004年　12頁、138頁を参照して作成。


